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甘い独占愛
～地味ＯＬがエリート社長の秘書になりました～
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　最終面接会場である会議室へ入ってきた女性の第一印象は、一言で表現するなら、真面目そう。

　外気温は四十度に手が届きそうなほどの酷暑。それでも、大学生たちはきっちりとリクルートスーツを着込んでやってくる。彼女もその一人で、来期から仕事を共にするかもしれない人。

「倉沢くらさわ瑞希みずきです。よろしくお願いいたします」

　彼女は緊張のためか、一瞬立ち尽くしたあと、静かな声で自己紹介をした。

　元気よく明瞭にと教わるはずの自己紹介を、これまで面接に立ち会って来た学生たちは忠実に実践してきている。それを考えると、彼女のこの声も精一杯出しているのだろうけれど、少し頼りなく思えた。

　社長に就任をして、新卒採用面接に立ち会うのはこれで二度目。今年も角南すなみ商事には多くの就職希望者が集まった。貿易業務にも携わることができるため人気が高く、営業部や海外事業部での勤務を希望する者が多い。女性ならば秘書課が人気だろうか。華やかな業務内容を期待する者から、本気で役員を支えたいと考える者まで。志望動機は様々だ。

　彼女はどんな夢を抱いてこの会社を選んだのだろうかと、人事部長の質問に返答する静かな声を聞きながら、書類に目を落とした。

　成績は優秀と言えるだろう。天才型ではないかもしれないが、こつこつと努力のできる人。英語は日常会話程度なら問題ないが、ビジネス英語には少し届かないか。これでは些か不利になるだろうが、それでも入れたいと人事部長は考えたのか。

「倉沢さんは五年後、なにをしていると思いますか？」

　左側に座る常務が定型の質問をした。

「普通に仕事をしていると思います」

　目の前に座る彼女は、なんとも後ろ向きな回答をする。

　こういった場合、もっと明るい未来への展望を語るべきだ。それが熱意として伝わる。でも、彼女はそうしなかった。その真意が知りたくなる。

「普通に、とは？」

　興味半分で問い返すと、彼女は首を一度傾げたあとにこう言った。

「そのままの意味です。私は事務職を希望していますので、五年後も変わらず事務員をしていると思います」

「キャリアを積んで海外事業部へ……といった展望は？」

「私はこの本社で働きたいですし、大きな仕事をできるほどの器ではないと思っています」

　この年齢で、己の器を見極めている？

　いいや、彼女は自己評価が低すぎるのだ。未来は明るいはずだし、どんな不可能だって可能にできるだけの力がある。若さとはそういうことだ。できるかできないかを決めるには早すぎる。

「それは……少し後ろ向きすぎませんか」

　思わずそんなことを口にしてしまい、右側から人事部長の視線を感じた。さすがに周囲に気取られるような露骨なものではなかったが、突っ込みすぎだと諫めるような空気だ。しかし、つい口を挟みたくなる。余計なお世話だろうし、そういった考え方は採用が決まってから改めさせればいい。でも、なんとなく。本当に、なんとなくなのだが、守ってやりたくなるような風情が彼女にはあるのだ。

「……そうでしょうか？」

　彼女は心底わからないと言いたげに眉根を寄せて問い返してくる。

「もっと未来への明るい展望をお話しになったほうが良いのではないかと、失礼ながら思いました」

「……明るい展望を口にしたつもりです。同僚や先輩方を微力ながら支えたいと思うのは、そんなに後ろ向きでしょうか？」

　まっすぐと目を向けて、彼女はそう言った。

　五年後、同じ仕事をしている――。

　それは一見するととても後ろ向きに聞こえる。けれど、辞めることもないと言うこと。

　多くの社員、学生は結果を残すことを良しとしていて、社長である自分もまたそれを評価基準のひとつとする。大きなプロジェクトを成功させること。大口の取引を取り付けること。新しい顧客を増やすこと。どれもが結果ありきだ。その点で言えば、彼女が希望する事務部というのは、いわば裏方。出退勤管理をしたり、給与計算をしたり。それはまだいいほうで、ひたすらデータ化するだけの作業や資材の発注、配布といった仕事も多い。イレギュラーに頼まれる営業部の仕事もあるから、オールマイティでなければならないが、突出することのない部署ともいえる。

　そこで五年後も同じように働いていますと、この場で言い切れる度胸。

　なるほど、彼女がここまで試験を勝ち残ってきた理由が見えた。

　彼女には揺らがない信念がある。それはもしかしたら極めて安定を望む平和志向かもしれない。そして、彼女はその平和志向を貫き通すだけの力がある。人事部長は、そういったところを評価したのかもしれない。

　今年は少し毛色の違う、有能な人材が得られそうだと書類に視線を落とし、もう一度目の前の女性を見た。

「倉沢さんは、同僚の仕事と上司の仕事ならどちらを手伝いますか？」

　明らかに面接とは無関係な質問を投げかけると、人事部長は目で射殺しかねないような視線を投げて寄越し、曖昧に笑ってやり過ごす。

　彼女は一瞬のためらいもなく口を開く。

「急ぎのほうを」

「……その上司が私でも？」

「？　社長の仕事はほかにいくらでもなさる方がいるように思います」

　そう言って、ぎこちなくはあったけれど、初めてにこりと笑ってくれた。

　笑うと、可愛いな……。

　すごく真面目そうで、冗談なんてきっと通じないだろう。自分の価値を自分でしか決められなくて、その評価がとても低い彼女は、自信のなさからあまり笑わない。

　この人を、笑顔にしてあげたいなぁ……。

　そんな漠然とした気持ちを抱いた瞬間、心臓が高鳴ったことに驚きながら、その変化をあえて無視することにした。そうして、彼女に関する書類にもう一度視線を落とす。

　自信がないから遠慮をしたり気を遣ったりすることはあるかもしれないけれど、それでも、彼女は権力や立場になびかない。彼女の強い意志はそう簡単に折れたりはしないだろう。

　こういう人が傍にいればいいなと思った。

　そういう人を傍に置きたい。

　そして、彼女の笑顔を独り占めしたくなった。ほかの誰かが、この笑顔を知るよりも先に。

「ところで、秘書課にご興味は？」

　だからそんなことを聞いてしまったけれど、

「まったくないです」

　即答で言い切られ、思わず吹き出してしまう。

「社長……」

「失礼。面接は以上です、お疲れさまでした」

　彼女が退室をしたあと、人事部長からはじっとりとした目を向けられたが、かまわず次の面接を進めるように促した。

　その後、満場一致で倉沢瑞希の採用が決定した。配属はぜひ秘書課へと切望したものの、あいにくなことに彼女の希望通り総務課への配属が決定してしまった。

　けれど、手を伸ばせば届く場所にいる。それだけで、いまは満足だ。
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「その件は待ってくださいと……いえ、ですから……」

　朝一番の備品配布を終えて、総務課のある六階へ戻ってくると、エレベーターホールの脇にある休憩室から声が聞こえた。

　こんなところで電話？

　六階は事務フロアなので、決まった休憩時間以外の私用電話は禁止。休憩室を使うには早すぎる時間だ。

　まあ、誰でもいいか。

　そんなことを思いながら、通り過ぎる途中でちらりと目を向けてみた。

　すらりとした体躯の、スーツがよく似合う若い男性だ。窓際に立って外の景色を見ながら話しているようだったけれど、私が台車をカタカタ走らせていたせいか、ふとその人がこちらを振り返った。

　わっ、社長……!?

　角南商事の社長は若く、そのうえ「顔面偏差値が高すぎて直視できない」という女子社員の評価付き。たしかに、かっこいい人だとは思うけど。

　……なんで社長がこんなところに？

　社長室は秘書課と共に十五階にある。事務フロアで電話をする理由は、たぶんない。事務フロアに用があるならば秘書が来るだろうし、最悪内線一本で用件を伝えれば済む話。

　とはいえこの会社の社長は、どこに出現するかわからないことで有名だ。気にしても仕方ないかと、私は総務課への帰路を急いだ。

　角南商事は有名な総合商社だ。

　繊維、食品、家具や金属。それらを買いつけて売りさばいているので国内外問わずに取引先が多い。それに比例して営業部も人員が多くなる。金属担当の営業二課、繊維担当の営業三課、とか。覚えるのも大変なくらい。

　ちなみに、営業一課は役員養成コースのようなもの。……の、はずなんだけど。

「倉沢さん！」

　あと少しで総務課に到着する、というところで、できればいまはご遠慮いただきたい声に呼び止められた。

「この間の件、考えてくれた？　ぜひ営業一課においでよ！」

「お誘いは嬉しいのですが、私はいまの職場が気に入っていますので」

　営業一課の佐山さやま主任からの今年二回目、通算五回目のお誘いを私は丁重にお断りした。

「どうして？」

「私、ビジネス英語は苦手で……」

「英会話に通ってるって聞いたよ」

　なんで人の習い事を知ってるのよ。確かに必要だと思ったから通い始めたけど。けどっ。

「……人見知りで」

「大丈夫、笑顔が素敵ならなんでも乗り越えられるよ！」

　それはさすがに無理では、と思いながら引きつった笑みを浮かべる。こんなとき、上手くはぐらかす手段を知っていればよかった。

　倉沢瑞希と書いて「まじめ」と読む。学生時代からの友人は、冗談めかしてそんなことをしきりに言っていた。私もそれは当たっているなと思っていたから特に反論をしたことはない。なるべく目立たないように、堅実に。そうして二十五年生きてきたせいか、地味の二文字がすっかり板についてしまっている。昔から、一番よりも縁の下の力持ちでいることが多かった。学級委員長をやるタイプではなくて、風紀委員に推薦をされる。生徒会役員ではなくて選管。幹事よりも会計係。それが性に合っているのだろうと受け入れてきた。だから、営業部なんて花形部署、絶対に向いてない。まして営業一課なんて、どう考えても無理。

「倉沢さんと一緒に苦楽を乗り越えたいな！」

「いえ、私は全然乗り越えたくないです」

　無の境地でそんなことを口走ってしまった。

「僕ね、君に仕事を頼んで感動したんだ。早いし上手いし正確だし！」

　どこのファストフード店だ。

「もう、この人しかいないって思ったんだ！」

「営業一課への推薦を？　私しか？」

　どんな目をしているの……、と怪訝に問いかけたのだけれど、主任は大きく頷いている。だめだこの人、話を聞かないタイプ……。

「えぇっと……」

　話を聞いてくれる上司がいいです、と面と向かって言いたいところだけど、ここは角を立ててはいけない。言葉を選ばないとな、と思っていると。

「佐山主任、仕事を頼みたいんだけどいいかな？」

　耳に心地よく響く声が背後から聞こえてきた。その声に電流が走った感覚がして、主任と共に声のほうへと目を向ける。

「社長！　おはようございます。なんなりとお申し付けください！」

「うん、関西支社まで出張してきて」

「え？」

「関西支社まで……」

「いえ、聞き取れなかったわけではなくて、いまからですか!?」

「いまからです。私が行く予定だったんだけど、都合が悪くなったので代理でぜひ」

　すると主任の顔がぱあっと明るくなって、「不肖佐山、全力で取り組みます」と最敬礼をして準備に戻って行った。さすが、営業一課。社長の代理もお手の物……。

「まあ、誰が行ってもいいんだけどね」

　ぽそりと、いい声でひやっとすることを言うから、思わず社長を見上げてしまった。目が合って、不敵な……と言っていいのかわからないけれど、含みのある笑みを向けられる。そのあと、社長はなにも言わずに踵を返し、エレベーターで十五階まで上がっていった。

　心臓が、ドキドキしている。手もかすかに震えていて、先ほどの電流が走ったような感覚を思い出した。

　この感覚、前にもあったな……。

　就活時代。角南商事は競争倍率の高い企業だった。採用は無理だとしても試験だけでも受けてみたいと、そのために英語は特に力を入れて頑張った。あまり得意ではなかったので、ビジネス英語までは習得しきれなかったけれど。

　そうして、なんとか試験を受けられるところまできたものの、面接試験での感触は、可もなく不可もなく。だめかな、と思っていたが二次、三次と進み、最終面接にまでこぎつけられた日は、家族のみならず友人たちもケーキを手にお祝いをしてくれたほどだ。

　その最終面接の日。雷に打たれたかのような錯覚を覚えた。その感覚に似ている気がしたのだ。

　でも、あれはなんだったんだろう？　……まあ、いっか。

　震える手をぎゅっと掴んで総務課へ戻ることにした。

　台車を片付け、自席へ戻ってしばらくしたころ。

「ねぇ、倉沢さん」

　カタカタとキーボードを叩いていると、猫なで声で同僚がぴとっと身を寄せてきた。今日は金曜日。これは、よくない前触れだ。

「どうかした？」

「一生のお願――」

「お願いは聞かないけど」

「全部言わせて！」

　この「一生のお願い」を三年間、うんざりするくらい聞いてきているから、つい意地悪なことを言ってしまった。

「お願い。この通り」

　パンッと目の前で手を合わせ、拝む姿に笑ってしまう。

「また合コン？」

「そう。今日はね、お医者さんと弁護士さんが来るらしいの。超優良物件！」

「合コンに来る医者や弁護士が全部優良とは限らないと思うけど」

「そうだけど、出会いは必要じゃない！」

　周囲を見回して、出会いならいくらでもありそうだけど、と思った。

　角南商事は男性の多い職場だ。これのどこに出会いがないのかと首を捻ると、「わかってないな～」と私の心を見透かすように同僚は言った。そして声を潜める。

「優良物件との出会いが、よ」

「ごめん、全然わからない」

「倉沢さんは顔がよくて、学歴もよくて、年収もいい男性と出会いたいと思わないの？」

「うーん……？」

　首を捻ると、同僚は額を押さえた。

　学歴や顔、年収で付き合ったり結婚をしたりするわけではないと思うし、穏やかな人が良い。それに、優良物件というのなら、この会社にはまさにと言うべき人がいる。角南社長だ。でも、「社長は？」なんて聞かない。その単語を口にした途端、意味不明なくらい赤面することを知っているから。

　最終面接の日、雷に打たれたような感覚を覚えたのは、対面に座る面接官の中に彼を見つけたとき。ふと彼が顔をあげた瞬間だった。

　あんな経験は初めてで、驚きのあまり立ち尽くしてしまったほどだ。

　社報で見た情報だが、あの当時の角南社長は二十九歳。社長に就任して二年目だったようだ。とても端正な顔立ちをしていて、仕草のひとつひとつが妙に色っぽかった記憶がある。スーツのよく似合う男性で、声はやや低め。指が長くて、ふいに笑った顔に釘付けになった。面接中になにを、と言われるかもしれないが、それくらい衝撃的で、ずっと彼を見ていた。おかげでなにを聞かれて、どんな返答をしたかさっぱり覚えていない。だから、採用通知をもらったときは夢かと思って手の甲を抓り続けてしまった。

　あの衝撃は本当になんだったのだろうか。入社したあともつい社長を目で追いかけてしまうこともあって、なんだか胸がざわざわするのだ。それでも、目を離せない。そわそわと落ち着きを失くすくせに、また見てしまう。

「私は優良物件とか、ものみたいで好きじゃないかな」

「はぁ～、さすが倉沢さん」

「……仕事、そこに置いといて」

「えっ、いいの!?」

「今日は予定もないから、いいよ」

「やった！　今度ランチ奢る！」

　嬉々として大量の書類をどさりと積み上げた同僚に、愕然とした。

「え、待って、この量？」

「これでも頑張ったの。でも、営業さんからの仕事が～」

「仕事が～、じゃないよ。捌ききれる量を引き受けなよ」

「だって、断ったら株が落ちるじゃない？」

「間に合わないほうが、株が落ちる」

　つんとそっぽを向くと、慌てた様子で同僚はまた拝み始める。

「コンビニの新作デザート追加で手を打ってもいいけど」

　ちらりと意地悪な対応で見遣ると、ぱあっと表情を明るくして「ぜひ！」と言い出すのだから、よほど今日の合コンに行きたいのだなと思った。

　いつもは定時退社を基本にしているが、今日は残業が確定したので総務課長に一言声をかけておこうかと思って、課長の席へと近づく。

「課長、今日少し残りたいのですが」

「え、倉沢君が残業!?」

「……はい。終了時間が未定なのですが、よろしいでしょうか？」

「かまわないけど……」

　課長はたんまりと書類の積みあがった自分のデスクをちらりと見たあと、無言で私を見てきた。

「二時間は軽くかかる量ですのでご了承ください」

「あ、うん……そうだよね」

　今日は絶対手伝わないんだから……！

「そういうわけですので、なるべく早めに終わらせるよう努力いたします」

　ぺこりとお辞儀をしてから席へ戻って仕事に集中した。







　定時のチャイムが鳴るころ、同僚が嬉々として退社する姿を見送る。

　あのワンピース、可愛い……。

　ふわりとしたデザインの花柄ワンピースなんて、私には絶対にできないコーディネートだ。

　オシャレに無関心というわけではない。ただ、仕事をするのに必要がないと思っているだけ。

　可愛い服を着てみたいし、素敵なメイク術を覚えたい。髪型だって、うなじでまとめて毛先を持ち上げてバレッタで留めるだけなんて、さすがにどうかなと思っている。でも、たぶん似合わない。美人でもなければ可愛くもないし、オシャレをして出かける相手も場所もない。第一、可愛い服を取り扱うショップに入ることをためらってしまうのだ。

　そういえば、社長の秘書さんはすごい美人だったなぁ……。

　外出のとき、共に出かける姿をときどき見かけるが、美男美女が歩くと空気が浄化されて花でも咲くんじゃないかと思うほどだ。私には、逆立ちをしてもあんなふうにはなれない。

　はぁ、とため息をついて入力作業に戻る。同僚の残した仕事をひとつひとつ片付けていると、営業部から引き受けたのだろうプレゼン資料の作成作業が出てきた。あることは聞いていたが、まさか四件も引き受けているとは。

　テンプレに流せばいいだけという指示だが、この会社のテンプレはひょっとしてプロ仕様かなと思うくらいに見づらくて、自分で組み上げることにしていた。滅多にある仕事ではないし、なんだか自意識過剰な気もしてテンプレ化はしていない。だから余計に時間がかかってしまった。

　ひたすらパソコンに向かい続けて、気がついたときには総務課に人の気配がなくなっていた。それどころか、いつもなら隣の課や廊下から漏れ聞こえている人の声さえも聞こえず、しんと静まり返っている。ふと時計を見ると二十二時を過ぎていた。

　ぐーっと背伸びをして、そろそろ帰れそうだなと思っていると、静かなフロアに足音が響く。

　誰だろ、こんな時間に。

　営業さんかな、と思って足音のほうへ目を向けると、心臓がドクンと高鳴った。

「……珍しいね。残業？」

　やや低い声に、長い手足。モデル顔負けのプロポーションをしているというのは噂だけれど、あながち間違いでもないのだろうなと思う。今日はネイビーのスーツに青いシャツ、ボルドーのペイズリー柄ネクタイというオーソドックスな組み合わせだが、とてもオシャレに見えるから不思議だ。

　彼は、角南高章たかあき。女性社員がこぞって高貴な人扱いをする、この角南商事の社長だ。

「す、すみません、遅くなって、しまいました」

　そんな人に声をかけられるなんて思ってもみなかったから、言葉が変につっかえてしまった。

「それはいいよ。ただ、単純に珍しいなと思っただけ。いつも残業しないから」

　総務課は、他部署と比べて残業の少ない部署だ。中でも私は定時退社を最大の目標に掲げている。だから、残業をしますと報告をしたとき、課長は驚いていたのだ。

「でも、課長はよく遅くまで残ってらっしゃいますよ？」

「課長はね。そうじゃなくて、倉沢さんが」

　思わず瞠目した。

　一瞬の躊躇もなく名前を呼ばれるなんて。営業でもない平社員が社長と話す機会なんてありえないこと。そのうえ地味で目立たない、影の薄い私のことを知っていてくれたなんて、奇跡としか言いようがない。

「これって、営業部のだよね？」

　彼は私の机に近づき、プリントアウトしたばかりのプレゼン資料を手に取るとぱらぱらとめくった。

「これ、倉沢さんが作ってたのか。社内テンプレじゃないし、でも行間とか文章量が絶妙で、すごく見やすくていいなって思ってたんだ」

「あ……ありがとうございます」

　褒められることなんて普段はないから、上手く言葉が出てこない。

「テンプレとかある？」

「いえ、用意をしていなくて……」

「手が空いたときでいいから作ってもらえないかな。俺も使いたい」

　私が作ったテンプレートを、社長が使う……？

　この場のノリだとしても、嬉しい言葉だ。もちろんですと答えると、彼は優しげに微笑んでくれた。

「ほかの仕事はどう？　まだ残るなら手伝うよ」

「いえ、もう終わりましたのですぐに退社します」

　たとえ残っていても、社長に仕事を手伝わせるなんてことはできない。首をぶんぶんと横に振り、机に積んだ書類を片付ける。

「それじゃあ、一緒に出ようか。荷物を取ってくるからちょっとだけ待ってて」

　たぶん、今日は営業部も早々に帰ったのだろう。最終退勤の報告を警備室にして帰るのかなと思いながら、わかりましたと返事をする。

　彼が一度社長室へ戻っていくのを確認したあと、同僚の机に書類の束を置いた。その一角が妙に暗くて天井を見上げると、蛍光灯が切れかかっている。

「これは交換しないとだめかな」

　週明けにでも、と思ったが忘れてしまうかもしれない。一度エレベーターホールを覗き、エレベーターが動く気配がないことを確認する。彼はたぶんまだ来ない。それならいまのうちにやってしまおうと備品庫から予備の蛍光灯と脚立を引っ張り出す。これで週明けは、スムーズに仕事が始められるだろう。

　蛍光灯を片手に、脚立の位置を合わせていそいそと上っていく。高いところが得意なわけではないが、このくらいの高さなら大丈夫、と上を向いて作業を始めた直後だった。

「倉沢さん、なにしてるの!?」

「!?」

　急に声をかけられ、身体が不自然に強張った。そのせいか、バランスを崩して足を滑らせてしまった。天井が急激に遠くなっていく。

　やば……落ちる……っ。

　絶対痛い！　と覚悟を決めてぎゅっと目を瞑った。が、襲ってくるはずの痛みや衝撃はなく、代わりにドサリという音と共に強く抱え込まれるような感覚があった。

「……あれ……？」

　首を傾げ、目をしばたたかせる。床はすぐ近くにあるし、完全に落ちている……はずなのだけれど。

「痛くない。あれ？」

　困惑していると、頭上からはぁと深いため息が零れた。

「間に合った……」

　低い声が聞こえ、ばっと勢いよく顔を上げると端正な顔が間近にあってどきっとする。

「大丈夫？」

　心配げに瞳を覗き込まれ、条件反射でこくこくと頷いた。そして状況を冷静に確かめる。

　私はいま、ぴったりと引き寄せられる格好で社長の胸元に顔を押し付けている。床の硬い感触はなくて、たぶん思い切り社長の上に乗っているだろう。

　社長に、乗って……。

　そこまで考え至って、ぎょっとした。

「ひゃあっ!?」

「えっ、なに？　どうした？」

　突然の奇声ともいえる声に、社長は困惑顔だ。

「すすすすみません、社長を押し倒してしまうなんてっ」

　慌てて身体を退けて、床の上にちんまりと正座をする私を見て、社長はぶふっと吹き出した。

「押し倒……ははっ、そうか、俺は押し倒されたのか」

「はい、申し訳ありません。なんとお詫びをすればいいやら……社長こそお怪我はありませんか？」

「俺は平気。それより、なにをしてたの？」

「蛍光灯を替えていました」

　切れかけていたので、と天井を示すと、先ほどよりも深いため息が零れた。

「そんなの、言ってくれればやったのに」

「ま、まさか！　できることはします！」

「そうは言っても女の子がすることじゃ……あー、いや、俺がさっき気づかなかったのがいけないのか」

　手で顔を覆い、まったく悪くないのに自分を責めている彼にかけるべき言葉が見つからない。

「えっと……その、すみません。私が落ちてしまったばかりに……」

「いや、そこじゃないよ。むしろ俺はラッキーくらいに思ってるし」

「え？」

「なんでもない。それより怪我はしてない？　立てる？」

「大丈夫です。痛みはないですし」

　立って、少し歩いてみても違和感はない。

「もし明日になって痛みが出るようなら、病院へちゃんと行ってね」

「はい。ご迷惑をおかけしました」

　深くお辞儀をすると、社長は怪我がなくてなによりだと笑ってくれた。

「送っていくよ」

「そんな、大丈夫です。駅まで遠くないですから」

「怪我をしてないとはいえ心配だ。どうしても嫌なら仕方ないけど……」

　この人の申し出を断れる人がどれくらいいるだろう。

「では……ご迷惑でなければ、その、よろしくお願いします」

「うん、喜んで」

　そう言って一緒にエントランスまで下りたあと、社長は駐車場から車を回してきた。ダークブルーのＳＵＶ。その運転席から乗ってと促され、おずおずと助手席に乗り込んだ。

　男性の車に乗せられることなんて初めての経験で、どうしていいかわからなくなる。居た堪れない持ちになりながら、小さくなって座っていると、「もっと楽にして」と気遣われてしまった。

「いえ、これが楽なので」

「すごく力んでるように見えるけど」

「ふくらはぎが攣りそうなだけです」

　手も足もぷるぷるしてくるし、呼吸もどうやるのか忘れてしまうくらい緊張はしている。そもそも相手は社長だし、男性だし、言葉をちゃんと交わすのもこれが初めてと言っていい。リラックスできるほど図太い神経を持ち合わせてはいない。しかし、彼はそんな私の様子をよそに、面白そうにくすくすと笑っている。

「えっと……なにか面白いことがありましたか？」

「小動物みたいにぷるぷるしてて可愛いなぁと思っただけ」

　どのあたりが？

「……ヒラメ筋はぷるぷるしてるかもしれないですが」

「そんなに？　っていうかそこ？」

　今度は完全に声を立てて笑い出した彼を見て、なにか的を外したのだと、そのとき初めて気づいた。

　だめだ、緊張しすぎて混乱してる……。

　困惑して運転席の彼を見遣ると、笑いすぎてちょっと涙目になっている。泣きたいくらい恥ずかしいのは私のほうなのだけれど。

「ごめん、笑うつもりはなかったんだけど……あははっ」

「いえ……楽しんでいただけたなら光栄です」

　少し、意外な反応だ。いつもは真面目過ぎると言われるから、こんなに笑って会話をしてくれる人はあんまりいない。だからとても新鮮だし、彼の笑顔はずっと見ていられる。

「倉沢さんと話してみたいなって思ってたんだけど、もっと早くに声をかければよかった」

「それは……ありがとうございます？」

　なにをもってそう思ったのかわからず、疑問形になってしまった。

「いいなぁ、君がいるなら総務課はきっと楽しいんだろうな」

「楽しいなんて初めて言われました」

「そう？　だとしたら周りの人たちは君のことを誤解してるんだな」

「誤解はないと思います。自分でも嫌になるくらい決まったことしかできませんし」

　融通が利かないと思うし、仕事はともかく、イレギュラーなことにはとても弱い。だからいまも、ひたすら困惑するばかりだ。

「……俺の知る限りの女性の大半は、小動物みたいで可愛いって言うと、決まって可愛い声で『そんなことないですよ～』って言うんだ」

「…………」

　可愛い声で？　そんなことないですよ？

　そんなことを自分が言ったら、と思うと寒気がした。

「その点、君は決まった通りのことを言わなかったから、俺にとっては想定外だよ」

「そ、そうでしたか……」

　ここで面白い返しのひとつもできないなんて、本当に最悪だ。けれど、彼は「だから」と嬉しそうな声音でとんでもないことを言いだす。

「ためしに言ってみて？」

「はい？」

「ちょっと上目遣いで、そんなことないですよ、って」

　さっき私を受け止めた衝撃で頭をぶつけたのかな。この人の意識はたしかか。

「えっと、おっしゃっている意味がよくわからないのですが」

「俺のほうに身体を向けて、ちょっと上目遣いをして、『そんなことないですよ』って言うんだ」

　違う、そうじゃない……！

　どうやればいいのかを聞いてなんていない。

　口をパクパクとさせて、言葉という言葉を全部忘れてしまったような状態の私に、「さあ早く」と促す綺麗な男性を見つめる。

　できません、とは言いにくい空気だ。

　仕事と思えば……。

　なんでもできる気がする。ひとつ深呼吸をして、ゆっくりと声を発してみた。

「そ、ソンナコト、ナイデスヨ」

「…………」

「…………、っ」

　沈黙が死ぬほど恥ずかしい。見る間に赤面していくのがわかったし、上目遣いなんて当然できなかったし、そもそも彼は見ることもできていない。

　埋まってしまいたい、と顔を覆い隠すと、それと同時にぶふっと吹き出す声が聞こえた。

「待って、ははっ、なに、いまのカタコトの棒読みは！」

「私なりに社長の声真似をしてみたんですっ」

「真似をするのは俺の声じゃなくて……あははっ」

　そこまで笑わなくてもいいのに。

　唇を少し尖らせて拗ねていると、すぐに彼は「ごめん」と震えた声で謝罪した。

「もう、本当に君は楽しい人だな」

「喜んでいただけたなら嬉しいです……」

「ほんと、可愛い」

「は、はい!?」

　ぼっと火がついたように顔が熱くなる。

　なにを指して可愛いなんて単語が出てきたのかわからない。というかなにを言っているのかちょっとわからない。

「今日は、本当に幸運だった。君を助けることができたし、怪我もなかったし。こうして二人きりで話をして、楽しい時間も過ごせている。仕事を引き受けすぎるのも、一人でやりすぎることも褒められはしないけど、たまにはいいかな」

「……えぇっと……」

　つまり？　どういうこと!?

　もう、頭は大パニックを起こしている。

「なんでもないよ」

　ふふっと楽しげに笑われたが、その理由はまるで見当もつかない。ただ、彼がとても幸せそうな顔をしていたので、まあいいかと頷いた。

　そうして自宅近くへ着いたころ。

「このあたり？」

「はい、ありがとうございました」

「くどいようだけど、どこか捻ってるようなら病院へ行くんだよ」

「大丈夫です、お気遣いありがとうございます」

　社長は少し心配しすぎだ。ちゃんと受け止めてくれたから痛みなんて全然ない。

「それより、社長のほうこそ本当に大丈夫ですか？　私、思い切り乗っていましたし、たぶんすごく重かった……」

　言いながらずぅんと肩を落とすと、彼はまたふふっと笑う。

「心配してくれてありがとう。大丈夫だし、君が無事なことが一番だよ」

　きっとどこかしらをぶつけたはずなのに、優しくそんなことを言ってくれて胸が熱くなった。こんなふうに、女性らしく扱われたことがなかったせいかもしれない。

「それと、仕事は適度に頼って、適度に断ればいいんだよ」

「はい。善処します」

　こくんと頷いたものの、彼は「だけど」と続けた。

「俺に頼んでくれるのは全然かまわないから」

　妖艶な眼差しに見つめられると、どぎまぎしてしまう。こんなとき、どう返事をすればいいのだろうかと考えて、答えに行き当たる。

「いえ、遠慮しておきます」

「そこは断るところじゃなくない？」

　ちょっと拗ねたような顔をする彼を、可愛いと思ってしまった。

「……その、社長を頼るというのはすごく難しいお話かと思います」

「そっか。まあ、距離を縮めていけばそのうち……」

「いえ、ですから……」

　一社員と社長との距離が埋まることなんてありはしない。秘書課ならそういったこともありえるだろうが、あの特殊な部署と比較すること自体が間違っている。

「とにかく、一人で抱え込みすぎないこと。困ったらいつでも相談して。なにか力になれると思う」

「はい……。それでは、今日はありがとうございました。お疲れ様です」

　そう言って車を降りると、彼は運転席から手を振ってくれた。

　お辞儀をひとつしてから帰路についたが、曲がり角をひとつ曲がったところで大きく息を吐く。

「あぁぁ、緊張した……！」

　楽しかったし、いままで遠くから見るだけだった人の近くにいられて夢を見ている気分になった。角南商事の一社員としては、角南高章という男性はあまりに大きすぎる存在だ。

「すごく気さくな人だったなぁ……」

　あんなに笑われたのに、全然不快じゃない。

　不思議だなぁ……。

　今日の出来事は、貴重な体験だった。誰かが厭味とか皮肉ではなく笑ってくれるって、すごく嬉しい。もっと、笑顔を見られたらいいな。

　そのためには――。

　……変わって、みたいな……。

　そんなことを、一瞬思った。










第二章











　平穏な総務課が騒がしくなったのは週明けの午後のことだった。

　作業中は騒がしくても集中が切れることは稀なのに、そのざわめきには手を止めざるを得ない。どうしたのだろうと思ってフロアを見回すと、エレベーターから大勢の女性が降りてくるところだった。

「あれって秘書課の人よね？」

　隣席の同僚がそんなことを言う。

　秘書課はとにかく華やかな人ばかりで、一目見れば嫌でもわかってしまう。その構成は役員秘書が十三名と、そのサポートをする五名の秘書。それから部担当などを合わせて三十名ほどに及ぶ数だ。会長秘書は特殊な業務形態であるため、社内ではほとんど見ないのだが、男性秘書だということだけは知られている。

　しかし、これだけ美女が集まってくると圧巻だ。

　そりゃあ騒ぎにもなるよね。

　とはいえ、総務フロアに秘書課が大挙してくる理由はない。なにかあったのかなとひそひそ声が聞こえ始める。そして。

「倉沢さんはいらっしゃいますか？」

　棘のあるような声で名前を呼ばれ、どきりとした。

　その場にいた全員の視線が私に注がれ、美女たちはすぐに察して足を向けてくる。かつかつとハイヒールの音がやけに威圧的で、逃げ出したくなるが靴音が止まるほうが早かった。

「倉沢瑞希さん？」

「そうですが……」

　圧力のある声に、まともに目を合わせることもできない。ちょっと俯きがちに返事をしたが、嫌な汗が止まらなかった。

「どうやら週末、倉沢さんは角南社長と一緒に帰ったそうですね？」

「はい……」

　どこからそんな情報を得たかは聞かないが、肯定を示すと美女たちは一斉に表情を曇らせた。

「あの、ひょっとして社長、お身体を痛められたり……？」

「聞いてはいませんが……なにかそういったことが起こりうるお心当たりがあるのでしょうか」

「……社長をちょっと押し倒してしまったので」

「なっ……!?」

　ありのままを話したら、そこにいた全女性社員が「えっ」という顔をする。すかさず同僚がフォローを入れてくれた。

「ものすごく端的な説明なだけで、皆さんの想像をしているようなことではないと思います。……ね？」

　なにを想像されたのかわからない。しかし、同僚の「四の五の言わず詳しく話せ早く」という圧力に、私は赤べこかと思うくらいこくこく頷いて言葉を補った。

「残業をしていて、そのついでに蛍光灯を取り替えました。そのときに足を滑らせてしまって、社長に庇っていただきました」

　そう伝えると、すぐに病院の手配をする人がいたり、医務室に薬を取りに行かねばと焦る人がいて、現実離れした光景が広がった。角南社長の「高貴な人待遇」もここまで来るとすごい。

「あの日、社長が一旦帰社されることをどこでお知りになったのかしら」

　ただ残業をしていただけですけど。……と言っても彼女たちはたぶん聞いてくれない気がする。

「全然知りませんでしたけど……」

「よくいらっしゃるの。そう言って社長に取り入ろうとする方が」

「取り入るだなんて、そんなこと……！」

　角南社長は雲の上の人だ。それくらい、私だってわかってる。話せるなんて思ったことさえなかったのに、どうして取り入るなんて思考に及ぶと思うのだろう。

　でも、きっと通じないのよね。私が取り入るつもりで残っていたと決めつけている彼女たちに、なにを言っても火に油を注ぐだけだ。

　綺麗に着飾った美女たちをじっと見つめていると、ぽそりと声が聞こえた。

「こんな子の、なにがいいのよ……」

　それは……嫉妬……？

　こんな、的外れな憶測をして嫉妬をしてしまうのか。どう考えたって私なんかを社長が相手にしないってわかるはずなのに。

　それだけ社長の気を引きたいのだろうなと思いながら彼女たちを見つめていると、ざわめきをかき消すかのような靴音が、一歩、また一歩と近づいてくる。それは、別に特殊な音ではないし周囲のざわめきのほうがうるさいくらいなのに、際立って大きく、強く耳に届く。たぶん、ハイヒールの音。女性だ。

　そう思って秘書課の美女たちの後ろへ視線を投げた。

「なにをしているの？」

　厳しい声だ。人が、海が割れるかのように見事に左右に分断され、声の主の姿を露わにする。

　目の前にいる女性たちも綺麗だが、そんなものとは比較にならない。

　女性はグレーのスーツで身を固めていて、清廉とした輝きが内側からも外側からも見えた気がした。背の中ほどまである髪は緩くまとめられ、少しウェーブのかかったナチュラルブラウンの自然な印象。しなやかな足がスカートから覗き、スーツを着ていても隠れることのない胸元の存在感、細くくびれた腰元など、スタイルの良さも窺える。

「あれって、奥平おくひら部長のお嬢さんだよね。社長夫人の座に一番近いっていう……」

　同僚が声を潜めてそんなことを言った。

　彼女のことを知らない社員はおそらくいないだろう。名前を奥平燿子ようこと言い、現在は社長秘書を務めている。社長とはとても親密なようで、やはり社長秘書ともなると結婚も視野に入ってくるのかと思って、美女へと目を向ける。

　彼女は、諫めるような鋭い眼光でほかの秘書たちを見ていた。返事がすぐにできないのは、やはり彼女が怖いからだろう。

「燿子さん……これは、その……」

　さっきまで私に高圧的だった女性たちが、しどろもどろになっている。

「言い訳はけっこうよ。早く仕事に戻りなさい」

　ピリッとした声で言い放つと、その場にいた全員がすごすごと仕事に戻っていく。そして、美女は私を見て言った。

「ごめんなさい、少しお話しできるかしら」

「はい、大丈夫ですけど」

「場所を変えましょう。休憩室をお借りできる？」

　返事は求められていなくて、彼女は踵を返してきた道を戻っていく。私はそのあとをついて行った。

　彼女はおそらく女性社員の中でもっとも力のある人だ。父親が人事部長をしていて、その部長と会長とは長年の友人だと言う。先輩たちから聞いた話だが、前社長が社長職をいまの角南社長に引き継いだとき、人事全般は奥平部長に任せると言っていたらしい。そのため、この会社での人事部の権限はとても強い。たとえば、人事部長の一存で配属先が決まることもありえる。つまり、その娘である燿子さんに逆らって機嫌を損ねると、どこへ飛ばされるかわからない……と秘書課の面々は思っているはずだ。だから途端に威勢がなくなってしまう。

　彼女は迷う素振りをまったく見せずに休憩室へ足を踏み入れた。

「今日は朝から社長に同行をしていたので対応が遅れました。不快な思いをさせてしまったことをお詫びします」

「いえ、とんでもないです」

　綺麗なお辞儀をされ、私はぶんぶんと首を横に振った。

「でも、彼女たちの心中を理解できないわけではないの。許してあげて、というのは虫のいい話なのだけれど、今日のことはどうかここで収めてください。以後は気をつけるようにきつく言っておきます」

「いいえ。私が軽率だったのかもしれません」

　社長を下敷きにした挙げ句、自宅近くまで送ってもらったなんて秘書課の人が聞いたら……秘書課の人でなくても社長に興味のある人なら面白くないに決まってる。

「ありがとう。そう言っていただけると助かります」

　柔らかく微笑んで、燿子さんはじっと私を見つめた。

　本当に綺麗な人……。

　長い睫毛が影を落として、どこか儚くも見える。化粧だってしっかりしているはずなのにすごくナチュラルで、桜色の唇は厭味がなくてよく似合っている。

「……正直、わたしもどうして、って思うの」

「え？」

　そんな燿子さんに見惚れていると、彼女は穏やかな声で言った。

「実は、社長からあなたのことをかねがね聞いていたわ。秘書課へ入れたいと、ずっと言っていたから」

「はい？」

　秘書課へ、誰を入れるって？

「だから興味はあったの。適正はあるのかしら、って」

　そんなもの、あるわけがない。サポートをすることには慣れているけれど、ちょっと手伝うとか、下準備をしておくといったレベルだ。秘書とは役割が違いすぎる。

「でも、だめね」

　ほら、やっぱり。

　燿子さんははっきりとノーを示す。

　秘書なんて美人で、オシャレな人が集まる場所だ。私みたいに地味な人間が入れる場所じゃない。

「仕事はともかく、見た目の成長がないのよね。不安になるくらいに」

「す、すみません」

「三年間、メイクも髪型も変わらないって、ある意味で才能かもしれないけど……学生じゃないんだし。服装については……ごめんなさい、わたしでは個性的過ぎて評価できなかったわ」

「どうぞそこはダサいって言ってください」

　シンプルなシャツにジーンズを「個性的」なんて評価されるなんて思ってもみなかった。

　しかし、三年間？

　ちょっと待って。それって、私が入社したときからってこと？

「どうして私なんかを……」

「わたしにも結局わからないままよ。だけど、社長が望まれるのなら、わたしはその願いを叶えるのが仕事。倉沢さん、秘書課にご興味は？」

　そういえば……面接のときもそんなことを聞かれたような……聞かれていないような。

　記憶があやふやで覚えていないが、言われた気がする。そのときはなんと答えただろう。判然としないけれど、たぶんこう答えたはずだ。

「ありません」

「即答なのね？」

「私にできる仕事だとは思えませんから」

　そう言うと、燿子さんもそうねと頷いた。

「失礼だとは思うのだけど、あなたでは不適当」

　とてもはっきりと言葉にする人だ。それだけ、秘書の仕事にプライドを持ち、自分に自信も持っているということだろう。

「秘書課は綺麗な方が多いですし」

「そうね。気を使っているわ」

　私は自分の姿を見下ろした。

　紺色のタイトスカートにベスト。白いブラウス。足元はパンプスで、地味を体現したような姿だ。同じ制服を着ているはずの同僚はオシャレに見えるのに。

「……社長があれだけ切望する人だから、すごく期待をしていたのだけれど……」

　声にこそならなかったが、燿子さんの言葉尻には「がっかりだわ」と明確な失望が含まれている。

「期待されるほど、私はなにか成果を残したわけではないですから」

「彼は結果も重要視するけれど、それだけを判断基準にはしていない。将来性も、人柄も含めてちゃんと社員を見ているわ」

　燿子さんはそう言うけれど、私なんて本当にどこを評価されたのかわからない。秘書課なんて絶対向いてないってわかるはずなのに。

「でも……わかったわ。今回に限っては、あの人の見る目は誤りだったようだと伝えておくわ。時間を取らせてごめんなさい」

　ふっと息を吐いて、燿子さんは休憩室を出てエレベーターホールへと向かっていく。

　がっかりさせてしまった。嘘か本当かはわからないけれど、社長が期待をしてくれているのにその評価を自ら拒んでしまった。

　……それでいいの？

　ふいに、社長が涙目になりながら笑う姿が脳裏をちらついた。

　一緒にいて楽しいと言ってくれた。小さいけれど仕事を褒めてくれた。話したこともないのに名前を知ってくれていた。そんな人の見込みを、「期待外れでした」と言わせていいの？　いまの燿子さんからの評価は少し努力するだけで変わるものなんじゃないの？　こんな報告を受けたら、社長はどんな顔をするだろう。

　あの人をがっかりさせたくない……！

　そんなことを思って、すぐに彼女のあとを追いかけた。燿子さんはエレベーターホールで階数ランプを見上げて、エレベーターの到着を待っている。いましか引き留めるチャンスはない。

「ま、待ってください！」

「なぁに？」

　彼女は素っ気ないくらいの声で答えた。

「私、変わりたいと思っています」

「そう」

　本当は、真面目だねと言われるのが嫌だった。「君は面白みがないよ」と言われているような気がしていたから。それは事実だったから、真面目であることを受け入れないという選択肢はなかった。だから反論をしなかったのだ。でも、社長は違った。あのときの笑顔は悪意のない、純粋なものだったはず。

「メイクとか、ファッションといったことには疎いですが……勉強します」

　そう言ったとき、エレベーターが燿子さんを招き入れるために扉を開く。彼女が乗り込み、くるりと踵を返した。

「それで？」

「え？」

「変わりたいことはわかりました。勉強をするということも。それで、どうしたいの？」

「私、は……」

　秘書課へ移りたいです、とでも言うつもりか？

　一瞬の衝動で燿子さんにあんなことを言ったけれど、秘書課なんて絶対に無理じゃない。恥ずかしい……っ。

　かっと顔が熱くなって、俯いた私に燿子さんはふふと笑みを漏らした。

「……了解しました」

　扉が閉まって、秘書課のある上層階へとエレベーターが昇っていくのを見送って、首を傾げる。

「なにを了解されたのかな……」

　真意を理解できないまま、その日は仕事に戻った。

　そして、二週間後。時季外れの辞令が下りる。

「倉沢瑞希に秘書課への転属を命じる」と。










第三章











　秘書課というのは、煌びやかで美しい女性が所属をするものだと、私は勝手に思い込んでいた。そういう美人たちが仕事を覚えていくものなのだと。もちろん、実際に華やかだし美人が多いのはたしかだけれど、「逆」だった。

「来週、企画会議があるから会議室の手配をお願い」

「はい、すぐに」

「それから、午後から柿崎社長がお越しになるからお土産を見繕ってきて」

「はい、メールチェックが終わったら行ってきます」

「郵便物が溜まってるわ」

「は、はい……っ」

　新人の私ですら、これだけの仕事がほんの五分程度で回ってくる。先輩はもっと多いし、燿子さんなんてたぶんほかの人の倍くらいは仕事を抱えているはずだ。

　すごいなぁ……。

　彼女たちは大量の仕事を完璧にこなし、上司や部署が円滑に回るように気を配っている。なにを聞かれても即答だし、上司たちから依頼をされるよりも早く準備を終えていることは基本だ。並外れたリサーチ力とコミュニケーション能力。繊細な気配りに、時には大胆な決断力とずば抜けた自己管理能力を併せ持つ彼女たちが、自身の身だしなみに気を配っていないはずがない。容姿に恵まれているから秘書になって仕事を覚えているわけではなく、秘書として能力をいかんなく発揮できる人たちだから美しさを保っていられるのだ。これが、自己管理能力。

　私の教育係としてついてくれた燿子さんが、自己管理は大事と初日に教えてくれたが、こういうことだったのかと、あとからその意味を噛みしめている。

　メモ用紙に指示をされた業務を書き留め、すぐに会議室の手配から仕事を始めた。角南商事では総務部が管理をしているので、大量のメールを受信する間に総務課長へメールを送る。それから燿子さんに判断を仰ぐために、至急とそうでないメールとを分類し、郵便物も仕訳けた。ここで判断をミスすると致命的なのでとても気を使うが、いまのところ大丈夫そうだ。

　指示されたメールに返信をして、役員と全部署のスケジュールを確認したあと、頼まれたお遣いに出た。

　転属してから数日は講習の毎日で、一般、ビジネスマナーを教わり、目から鱗を何度落としたかしれない。勉強が足りないなぁと思って、いまさらながらに秘書検定を受けるべく勉強を始めた。社会人になってから通い始めた英会話ももちろん続けていて、いずれは国際秘書検定を受検するつもりだ。

　こんな現在を、入社当時は想像もしていなかった。堅実に、目立たず、波風を立てずに仕事をしていくことができればいいと考えていたのに、営業部と並ぶ花形部署で働くことになるなんて。でも、やりがいはある。頭はパンク寸前だし、できないことも多いのだけれど、漫然と仕事をしていたときよりもずっと楽しい。いつかちゃんと、だれかの役に立てたら嬉しいと、いまは思っている。

　デパートで柿崎社長の大好物だというどら焼きを買い、そのついでにお茶やコーヒーなどの備品も調達して帰社した。

　帰ってからは書類のファイリングを主に、回覧を作成し、全部署へ配布しに回る。行った先で「出張に行くのでホテルを手配してほしい」だとか、「新幹線の時間を変えてほしい」といった依頼を受けることもある。そういった仕事は部署付きの秘書に引き継ぐが、とにかく気を抜けない。常に笑顔で快く、素早い返事をするようにと燿子さんには厳しく教えられているものの、常時笑顔でいることがこれほど難しいとは思わなかった。

　目が回るような忙しい午前を終え、昼食時間を迎えたころ。

「倉沢さんはお昼、どうするの？」

「休憩室でいただくつもりです」

「それじゃあ、一緒に休憩にしましょう」

　燿子さんからの提案で、休憩室でお昼休憩に入った。

　彼女はとても忙しい人なので、社員食堂や近くのカフェなどに足を向けることはほとんどない。いつ、社長から急な仕事を言われるかわからないこともあり、コンビニで買って食べるのだそうだ。それに倣って私もコンビニでお昼を調達して、休憩室で食べることにしている。こんなふうに、二人で食事を摂ることは滅多にないけれど、燿子さんは綺麗な所作でおにぎりをかじっていた。

「秘書課へ来てしばらく経つけど、少しは慣れた？」

「本当に、少しだけですけど」

　忙しいことに慣れた、というのが正確だ。

「そうね。仕事はよくできていると思うわ。パソコンスキルは充分あるし、メールや郵便物の仕訳も完璧。要領も悪くないわ。ひと月もたっていないことを考えると、とても優秀ね」

「あ、ありがとうございますっ」

　燿子さんにこんなふうに言ってもらえるなんて。嬉しくて前のめりになると、彼女は「でも」と続けた。

「身だしなみについては全然だめ」

　バッサリと言い切られて肩を落とす。

「自己管理も仕事のうちよ。別に綺麗に着飾りなさいとは言わないけれど、もう少し気を使ったほうがいいわ」

「お化粧は、いつもより念入りにしているのですが……」

「だめ」

　燿子さんは清々しいくらいはっきりとだめだと言うので、気落ちはするけれど沈鬱な気持ちになったりはしない。

「以前より良くはなったけど、塗ればいい、つければいいってものじゃないわ」

　総務課にいたころはファンデーションを軽くつけるだけの、メイクとはいえない薄化粧をしていた。が、秘書課では爪の先まで整えることがマナーだと教えられ、不慣れながらにちゃんと実践してみているのだけれど。

「私、ファッションのことはすごく疎くて……」

「倉沢さんは、たとえば社長と堂々と並んで歩く自信はある？」

「いえ、全く」

　洗練された角南社長と並ぶなんて、恐れ多すぎる。同性の燿子さんとだって並んで歩ける自信なんてないのに。視線を床に落とすと、「それよ」と燿子さんは言った。

「この会社を支える社長の傍で、覇気がなく背中を丸めて、自信なさげに歩く秘書がついていたらどう思われるかしら」

　頼りないな、と思うだろう。たとえその人の仕事能力が優れていたとしても、劣っているように見えてしまう。そんな人を社長が連れていたら、この企業は大丈夫だろうかと不安になる。取引先からの信頼なんて、とてもではないが得られない。そして、そういう人は社内でも信頼は得られないだろう。

　そう、思ったままを伝えると彼女は大きく頷いた。

「わかっているじゃない」

「最近わかるようになりました」

「それで、どうして変わらないのかしら」

　眩しいくらいの笑顔で言われ、ぐさりと言葉が突き刺さる。

「どこをどう変えればいいかわからなくて……」

　ごにょごにょと口ごもると、燿子さんは小首を傾げた。

「そうね……服装は意識を変えましょう。ピシッとした服を着れば背筋は自然と伸びるわ。それから、髪型も流行を意識してみるといいわ」

　それが容易ではないから困っている。

「あと、メイクは基本からやり直して」

「うっ……」

　ここまでだめ出しをされると、どうして秘書課へ転属になったのかと疑問を抱く。デスクワークだけをしてきた私が、そんなに急激な変化をするとは、自分ではとても思えないからだ。

「……あの、どうして私は秘書課へ配属になったんでしょうか？」

「え？　辞令が下りたからでしょう？」

「そうなんですが……」

　燿子さんは仕事に厳しいけれど、プライベートではとても優しい人だ。ほかの秘書課の人たちも、総出動してきたときこそ怖いなと思ったが、私を歓迎してくれているし、仕事も親身に教えてくれる。仲間となれば喜んで手を差し伸べてくれる人たちなのだ。

　でも、そこに私がいることが違和感でならない。

「ひょっとしたら燿子さんが口添えをされたのでは、と考えているのですけど」

「そうね、たしかに父に打診はしたわ」

「どうしてですか？」

　そこがわからない。燿子さんに見込まれるようなことはなにもなかったはずだ。でも、彼女はまっすぐ私を見て言った。

「社長はあなたを秘書課へ入れることを切望されていたわ。だけど、あなたはいい返事をしなかった。華々しい実績があるわけじゃなかったけど、あなたの能力は評価できると思ったの。わたしの仕事は彼の望みを叶えること。だから父にその可能性を示しただけよ」

　この人の忠誠心はいったいどこから出てくるのだろう。仕事だからここまでできるのだろうか。

　いろいろと思案していると、ややしてから燿子さんが口を開く。

「……わたしは、あなたの配属は手放しで喜んでいないの。社長はいずれあなたを傍に置きたいと言うでしょうね。そうなったら、きっと周りから反発が出るわ。……わたしも、外されたくない」

　その言葉を聞いてはっとした。

　燿子さんの、社長に対する忠誠心はもしかして恋をしているからなのでは？

　それなら納得ができる。

「だったら、どうして私を秘書課へ入れたんですか？」

「社長が望まれたから」

　そして、すべてはそこへ回帰する。

　もしかしたら、燿子さんはとても苦しんでいるのではないかと、そんなことを想像してしまう。

「失礼なこと……だとは思うんですけど、燿子さんが社長にそこまで尽くされるのってもしかして社長のことが……」

　耐えかねて、そんなことを口走ってしまった。

　燿子さんは一度睫毛を伏せたあと、ゆっくり瞳を向けてくる。

「……、お慕いしているわ」

　ぎゅうっと心臓が掴まれたように痛い。ゆったりとした燿子さんの声が、耳の奥で強く反響している。

　やっぱり好きなんだ……。

　総務の同僚から、二人は結婚の噂があると聞いた。会長から全幅の信頼を寄せられる人事部長の娘で、これだけの美貌。仕事面で支えている人が社長の私生活も支えていくのなら、こんなに望ましい関係はないだろう。

　素敵な二人が結ばれる……それはすごく素敵なことなのに、ひどく悲しい。この気持ちはきっと、がっかりしている。でも、どうして？

　なにも言えずにいる私に、燿子さんは「それより」と話を切り替える。

「……メイクはこうするものよ」

　傍に置いてあったポーチを手に、彼女は私の隣に座った。

「アイラインはちゃんと引く。人は目を見て話すのよ、そこを怠ってはだめ。リップは健康的でやりすぎないこと。あなたならピンクが似合うはずよ。チークもアイシャドウも服や季節に合わせてちゃんと変えなさい」

　言いながら、手早く私の顔にメイクを施していく。そうしてしばらくしたあと鏡を向けられると、まるで別人のように変貌していた。

「わ……すごい」

「間に合わせだけど、それでもこれくらい綺麗になるのよ。手をかければもっと違ってくるわ」

　目元が力強くなった。全体的にふんわりとした色合いでまとめられ、綺麗で女性らしいメイクが施されている。

「あなたには早く一人前になってほしいけど、いまのままでは角南商事の名前を背負わせられないの。わかってもらえる？」

「はい……」

　ポーチにメイク道具を片付け、燿子さんが立ち上がる。

「わたしにとって社長は特別な人よ。だから、恥ずかしい思いはさせられない」

　強い意志を含ませて、彼女はまっすぐ私を見た。

　いまの私では、角南商事にとって――角南社長にとって恥ずかしいと思われてしまう。

　このままではだめだ。遅かれ早かれ、いずれは秘書と呼ばれ、上司たちを支えていく。そのとき、私も角南商事の名前を背負う一人になる。……そういう人に、なりたい。

　変わらなきゃ。もっと、この会社に――この部署に相応しい人間にならなければ。

　そう決意をして燿子さんを見上げると、彼女は得意げに笑った。

「そのうち社長の仕事に連れて行ってあげるわ」

「えっ、いきなり社長ですか!?」

「そうよ。嫌？」

「いえ、そうじゃなくて……レベルが高すぎるのでは、と」

「だからこそよ。社長とわたしで最大限フォローができるもの、むしろ最強よ。だから、頑張りなさい」

　ぱっと明るい表情で笑って燿子さんは休憩室を出て行く。

　私にとって、彼女は憧れだ。そして目標でもある。彼女のように仕事をこなし、人を鼓舞できるような人になりたい。そうすれば社長とも並び立てるのでは……と、そんなことを考えて、はっとした。

　なんでいきなり社長と並ぶことを考えてるのよ。……でも。

　社長の傍にいられるかもしれない。そう思うと、胸がひどく高鳴った。







　午後から社長と燿子さんは接待や得意先回りのために外出をし、彼らの予定は直帰となっている。ほかの役員秘書も出かけていて、社内に残った先輩たちも定時を少し過ぎたあたりで早めに帰って行った。

　秘書課には誰もいない。いましかチャンスはないだろうなと思って少しだけ残ることを許可してもらい、いつか社長に言われたプレゼン資料用のテンプレートを作ることにした。これが全社員に使われることはないだろうけれど、せっかく雛型にするなら綺麗にしたい。

　そうしてパソコンと向き合ってしばらくしたころ、秘書室の扉が開いた。目を向け、すぐに椅子を立つ。

「社長……！　お疲れ様です。直帰だと伺っていたのですが」

「うん、ちょっとだけ仕事をして帰ろうかなと思って。倉沢さんはあとどれくらい仕事をする？」

「えっと……十五分くらいでしょうか」

　ほとんどできているからすぐにでも帰れるけど、もう少しだけ、なんて思ってしまった。

「了解、十五分後に声をかけて」

「なにか飲み物をお持ちしましょうか？」

「いや、いいよ。ありがとう」

　そう言って秘書室の奥にある社長室へと入っていく。私も席に戻って、テンプレートに調整を加える作業をしていると、十五分なんてあっという間に過ぎてしまった。

　時計を見て、社長室のドアを叩く。すぐに返事があって、入室するように言われ、おずおずと扉を開いた。

「社長、そろそろ十五分経ちますけど」

「わかった。今日は帰ろうか。倉沢さんも出られる？」

　社長はパソコンをすぐにシャットダウンして鞄を持って出てくる。

「すみません、社長が出られてから帰ろうと思っていたので……」

　慌てて自分の席へ戻り、パソコンの電源を落とし、広げていた書類をまとめて机の脇へ寄せた。

「荷物もまだロッカーで」

「取っておいで」

　そう言われて、すぐにロッカールームへ急いだ。いつもなら駆け出してしまうところだが、秘書課へ来てから「走ってはいけない」と叩き込まれたので早歩きで荷物を持って引き返す。

「申し訳ありません、お待たせをしてしまって」

「全然。送っていくよ」

「いえ、そんな、社長に送っていただくなんて……」

　しどろもどろになって口をパクパクさせていると、社長は口元を隠してふふっと笑った。

「仕事がどんな感じか話も聞きたいんだ」

「……そういうことでしたら、お言葉に甘えさせていただきます」

　推し切られる格好で頷いてはみたものの、これはまた先輩たちに叱られるのでは、と内心でびくびくする。でも、社長はどこか嬉しそうに見えて、ひょっとしてこういうことは日常茶飯事なのかなとも思った。

　駐車場へ一緒に向かうと、この間も見たダークブルーの車が停まっていて、社長は助手席のドアを開けて「どうぞ」とエスコートしてくれる。そのあと、社長が運転席に素早く乗り込みゆっくりと加速していく。

　仕事がどんな感じか、か……。

　このことについて聞くとあらかじめ言われていたから、事前に答えを準備したほうがいいだろう。

「食事は済ませた？」

「はい、順調です」

「え？」

「……あれ？」

　会話が噛み合わなくて、思わず社長の顔を見てしまった。

「あ、あの、これは、仕事のことを聞かれると思っていたので回答を事前に準備をしていましたら反射的にと言いますか、その……っ」

　あたふたしていると、この間のように笑い飛ばすわけではなく、表情を緩めて「そっか」と前を向いたまま微笑まれる。

「仕事のことは奥平さんからだいたい聞いてるから、様子は知ってる」

「そ、そうでしたか……」

　それなら、なにを聞きたいのだろう。

　首を傾げていると、社長は悪戯っぽく笑って言った。

「それは君を送っていく口実。馴染めているかは少しくらい気になるけど、秘書課を通るから雰囲気で察せるよ」

　彼が社長室へ出入りするとき、いつも姿を見かける。扉をくぐるその瞬間まで目で追いかけてしまうことばかりだ。

「それより、明後日の土曜日って空いてる？　よければ一緒に出かけられないかな」

「お仕事ですか？　奥平さんのほうがよくないでしょうか？」

「君じゃなきゃだめ。あと、仕事じゃないから普通の格好をしてきてね」

「はい……」

　普通、か。

　今日指摘を受けたばかりだから、ちょっと工夫をしないといけない。

　なにか服はあったかなと思案していると、車が信号で停車する。そして、右頬のあたりに視線を感じ、顔を向けた。

　社長がじっと私を見ている。

「ど、どうされましたか？」

「ん……なんか、いつもと違うなと思って」

　なんだろうな、と社長が首を傾げた。

「もしかしたら、お昼に奥平さんがメイクを直してくださったのでそのせいかもしれません」

「それでほかの部署へ行ったり？」

「しました。……えっ、もしかして変でしたか？」

　燿子さんが直してくれたのだから、いつもより少しはましだろうと思っていたのだけれど、そこまでひどいのかな。

　けれど、社長はすぐに前を向いて車を発進させる。

「ううん、よく似合ってるよ」

　でも、視線を合わせてくれなかったから、お世辞かなと思ってしまう。ちょっとしょんぼりしていると、しばらくして自宅の最寄り駅付近まで到着した。

「送っていただいてありがとうございました」

　お礼を言っていそいそと降りようとすると、ふいに手を掴まれる。

「……社長……？」

「……、――――でよ」

「えっ？」

　なにかを言ったようだけれど、聞き取ることはできなかった。聞き返しても社長は俯いてなにも答えてはくれない。

　なにを言ったんだろう……？

　困惑気味に社長の顔を覗き込もうとすると、手がぱっと離された。

「ごめん、なんでもないよ」

　そんなふうには見えないんだけどな……。

　でも、社長がなんでもないと言うのだから食い下がるわけにもいかない。

「それじゃあ土曜日、十一時くらいに待ち合わせようか。そこのコンビニで待ってて」

　笑顔で駅近くのコンビニを示され、こくりと頷く。

「それでは社長、お疲れさまでした」

「うん。おやすみ、倉沢さん」

　車を降りたあと、運転席の社長に向かってぺこりとお辞儀をして別れた。







　土曜日。時刻は午前十時三十分。家から歩いて五分もかからないのに、落ち着かなくて早く出てきてしまった。

　ちょっと早くつきすぎちゃったかな……。

　社長に誘われた夜、家に帰ってクローゼットをすべてひっくり返すように開けて、少しでも見栄えのいい服を選ぼうと思ってみたら、壊滅的なものばかり。これではいけないと、翌日の仕事終わりに勇気を振り絞ってオシャレなお店に駆け込んで、店員さんにあたふたしながら相談をし、白いスカートを勧められた。気恥ずかしいと言うと落ち着いた色合いの赤いトップスを持ってきてくれ、それにパンプスを合わせてなんとか見られる格好になったように思うが、男性の反応というのはどんな感じなのだろうか。不安しかない。

　社長、こういうのは嫌いかな……。

　燿子さんみたいに、きりっとした綺麗目なほうがよかったかな。ちょっと子供っぽい？

　いまなら着替えに戻れるかな、なんて考えながらコンビニに入った。新作スイーツは気になるけど買っていくわけにはいかないし、どうやって時間を潰そうかと店内を見回すと、書籍コーナーが視界に入った。綺麗な女優やモデルが表紙を飾るファッション雑誌がたくさん並んでいる。いつもは足を止めることも、興味が湧くこともないのだけれど、そのうちの一冊を手に取ってみた。最新のメイク術、トレンドカラー、モテコーデ……。どれも私には縁のない単語。だけど、これを見て勉強をすれば少しマシになるかも、なんて淡い期待を抱いてしまう。

　どうしよう……、帰りに寄って買おうかな……。

　一冊の本を手に、開くわけでもなく表紙をじっと見ている姿は滑稽だろう。いまは買わないからと棚に戻そうとしたとき、肩をぽんと叩かれた。

「ひゃぁっ!?」

　店内で変な悲鳴を上げてしまい、慌てて口を押さえる。

「しゃ、ちょう……っ、びっくりしました」

　声のしたほうを見ると、白いドレスシャツに濃紺のパンツを合わせた、シンプルな装いの角南社長の姿があった。いつものかっちりとしたスーツ姿と比べると、少しラフで爽やかな印象だ。シンプルな服装だから、生地やデザインの良さが際立っていて、彼のスタイルの良さがよくわかる。

「今日はせめて苗字で呼んでほしいな」

「え、苗字……」

　そんな、急に言われても普段から「社長」としか呼ばないから照れくさいし、いけないことをしている気持ちになってしまう。

「仕事で来てるわけじゃないから、ぜひ」

「じゃ、じゃあ……す、なみさん……」

「ちょっとぎこちないけど、まあいいか。そのうち慣れるだろうし。それより、ファッション誌？　買う？」

「いえ、ちょっと、勉強をしようかなと思って。どれがいいかなと見ていただけです」

　手にしていた雑誌を棚に戻すと、社長――角南さんはなにか考え込んだあと、ややして口を開いた。

「勉強するなら、いっそプロに教わるっていうのはどうかな」

「プロ？　練習講座みたいなことですか？」

「知り合いに美容師やメイクアップアーティストがいるから、そういう人たちに直接指導をしてもらえばいいよ。どうする？」

「どうって、いまからですか？」

「うん。都合がつくかはわからないけど」

　その知り合いは、どうやらモデルや女優を相手に仕事をしているらしい。そんな人たちと知り合いって、なんだかすごい。

「でも、しゃ……角南さんのご予定が……」

「ああ、そんなのないよ。今日は倉沢さんとデートしに来たんだから。ちょっと連絡してみるね」

「デ……、えっ!?」

　ドクンっと心臓が大きく跳ねた。

　デートって言った？

　それは仕事じゃないよっていうアピールのためかな。社交辞令……だよね？　でも、そっか。男性と歩いてたらそう見えるのかもしれない。……見える……かなぁ。

　自分の服装を見下ろし、窓に映る姿を見て、そんなふうに思われたら迷惑なんじゃ、って思ってしまう。もっと頑張ってお化粧とかしてくればよかった。そうしたら、少しは――。

　そこまで考えて、なにを思っているのかと首をぶんぶんと横に振った。けれど、突然ぎゅっと肩を抱かれて目を白黒させる。角南さんの腕が回されていると気づくと、聞こえてしまいそうなくらい大きく心臓が鼓動し始め、緊張からか呼吸が速くなった。どうして、と思って隣を見上げると、彼は涼しい顔でスマホと向き合い、メッセージを打ち込んでいる。そうして私に目を向け、「行こうか」とコンビニを後にした。

　駐車スペースに見知った車を見つけると、乗るようにエスコートされ、彼も運転席へ乗り込んだところで今日の予定を聞かされる。

「連絡がついたよ。いつでも来てって」

「でも、角南さんのご予定があって私を誘われたんじゃ……」

「予定は別にないよ。さっきも言ったけど今日はデートしようと思って来たんだ。だから倉沢さんの行きたいところへ行くし、君のやりたいことを一緒にする」

「本気ですか!?　私みたいなこんな地味な人間を連れて歩くんですよ？　しかも仕事じゃないのに……」

　言ってて悲しくなってきた。だけど、角南さんはそっと私の手を取って指を絡ませてくる。

「仕事じゃないから君と出かけるし、控えめだけど可愛いよ。その服もよく似合ってる」

「は、ぇ……っ」

　もう言葉なんて出てこない。

　どうしてこんなに褒めてくれるの……。

「俺、わりとわかりやすいと思うんだけどな。たぶん気づいてないね」

　困ったな、と言いながらも繋がれた手がさらにきゅっと力を込めて握られる。

「まあ、それはいいや。美容室へ行こう。ヘアアレンジとメイクを教わるといいよ」

　そっと手が離れていく。そうしてゆっくりと走り出す車に運ばれながら、私はばくばくとうるさい心臓と、手に残る角南さんの体温に戸惑った。







　角南さんの知り合いが経営しているという美容室は、おしゃれな若者が集まると人気の通りの一角にあった。スタイリッシュな外観をしていて、たぶん一人だと絶対に入ることのない場所だ。

　店内には十席ほどのカットスペースがあるが、すべてに女性が座っていて、スタッフの人たちと談笑をしている。明るい店内に明るい笑い声が響く。きっとここは人気のサロンなんだろうな、と委縮している私を、角南さんは手を引いて連れて入った。「いらっしゃいませ！」と明るい声が聞こえたかと思うと、快活そうな女性スタッフに奥まったカットスペースへ案内される。ほかのお客さんたちからはたぶん見えないし、外からも見えないだろう。完全に秘密のスペース、という感じだ。ひょっとしたらスタッフの練習スペースなのかもしれない。促されるまま私は施術台に座らされ、スタイリストだと言う女性と一緒にカタログを見ながらこんな髪型はどう？　とか、せっかくなら少し染めちゃう？　なんて流されるまま話をした。一方で角南さんは、少し離れたところで男性スタッフと話していて、その会話が少し耳に入ってくる。

「可愛くしすぎないように可愛くしてもらえたら」

「ごめん、角南さん。ちょっとなに言ってるかわからない」

　鏡越しに二人を見てみると、男性スタッフは困り顔で、角南さんは真剣な顔でそんな会話をしていた。

「あたしもあれは意味わかんないなー」

　隣でスタイリストさんが苦笑いを浮かべる。

「どう頑張っても可愛くなったりしないんですけどね……」

　プロの手にかかっても、どうしようもないものはある。だからせめて技術を、と思っていたら、がしっと肩を掴まれた。

「なに言ってるの、こんなにつやつやの黒髪にすべすべのお肌！　いまいくつ？　二十代よね。そんな女の子が可愛くなれないとか、マジでなに言ってんの？」

　目が据わってきている。

　あれ、なにか間違えた……？

　頬を引きつらせながら笑みを浮かべていると、女性はつかつかとその場を離れて角南さんと男性スタッフの間に割って入った。

「社長、悪いんだけどあの子をとびっきり可愛くするわ。ほどほどとか絶対なし！」

「え……でもそれはちょっ……」

「ちょっとじゃないの。女の子が自分で可愛くないとか言うとかありえない！　社長もどうしてもっと褒めないのよ、彼女でしょ!?」

「え、いや、その……」

「ちなみに社長はロングとショートのどっちがお好み？」

「……ロング」

　あの角南さんが完全に気圧されてるなんて。っていうか、彼女って！　そんな失礼なことを言ったらいくら角南さんでも怒っちゃうよ。

　ちらっと鏡越しにもう一度彼の姿を見ると、額を押さえてソファに座っている。明らかに「やらかした」といった雰囲気だ。

　スタイリストさんと男性スタッフが私のほうへやってくると、鏡を布で覆ってしまう。

「どうして隠すんですか？」

「社長が鏡に映ってるでしょ。きっとあの人、顔に出るから仕上がるまで目隠ししておくわ。あとでパーティションで隠すけど、念のためね。完成してから見て驚け」

　にひひ、と悪戯っ子のように笑うスタイリストさんに、私もつられて笑った。

　なんて言うか……角南さんでも圧される人っているんだなぁ。あんな有名企業の社長だから怖いものなしかと思っていたから、ちょっと意外だ。

　そのあとはひたすら髪を切っては整えられ、どんどん変わっていく感じがする。ペタペタとカラーリング剤を塗りたくられ、放置されている間にちょっと派手な男性が紙袋を両手に一杯抱えてやってきた。お客さんかな、と思っていると、スタイリストさんが耳元で声を潜める。

「あれはね、あなたに着せる服よ。持ってきてもらっちゃった」

「服を、配達？」

「そう。社長が全身コーデをしてくれって言うからあちこちに声をかけまくったの。とっても素敵になるわよ」

　角南さん……そこまでしてくれたんだ……。

　そう思うと嬉しくて胸の奥が熱くなった。

　彼がここまでしてくれるのは、私が勉強をしたいと言ったから。それなら、私は最大限勉強をしないと失礼になる。

「あの……っ」

「うん？」

「わ、私……変わりたいです。ので、たくさん質問してもいいですか……っ!?」

　スタイリストさんは一度目を丸くしたけれど、すぐに笑顔を見せて「もちろん」と背中を押してくれた。

　そのあとはもう、連れられるまま、促されるまま右へ左へと移動を繰り返し、メイクをされて服を選び、フィッティングルーム代わりのロッカー室に押し込まれ服を着替える。その間にたくさん質問をしたし、いろんな知識を教えてくれた。どうすれば可愛い髪型が作れるか。メイクはどんなものがトレンドなのか。私に似合う服はどういうものか……。普段こんなことをしないから、頭がパンクしそうだ。でも。

　着替えた服の足元を見ると、青みがかったグレーのキャミソールタイプのワンピースが視界に入った。ロッカー室に押し込まれる前に、服を用意してくれた男性が「シフォン素材の可愛いのを選んだからきっと似合うよ。ギャザーもたっぷり入ってるし、ふんわり女子はやっぱりウケがいいよね」と言っていた。なにを言っているか理解は難しかったけれど、ぱっと見て私も可愛いなと思った。似合うかどうかは別だけれど。その上からパステルピンクのカーディガンを羽織った。

　こんなに可愛いデザインなんて初めて……。

　鏡で早く見てみたいなと思ったけれど、ロッカー室に鏡はなくて、徹底して隠されている。見られないなら仕方ないなとおずおず外へ出てみると、真っ先に気づいてくれたのはスタイリストさん。

「わっ、可愛い！」

「やっぱり僕の見立ては完璧だったね。愛され系女子！」

「いや、やっぱりメイクでしょ。肌綺麗だったからなぁ」

　そんな思い思いの感想を述べられても、現状がわからない私はどうしていいかわからない。

「よし、それじゃあ社長のところ行こうか！　あそこのパーティションの奥にいるから。姿見も置いておいたから瑞希ちゃんも見ておいで」

　ぽんっと背中を押され、無理やり一歩を踏み出した。その勢いで、きゅっと唇を引き結んで角南さんの元まで歩いて行く。

　パーティションから顔を覗かせると、ソファに座って高く脚を組み、手近なものだろう雑誌に目を向ける角南さんの姿があった。そして、彼は私に気づくとゆっくりと視線を上げる。

　直後、強烈な――言葉にできない感覚が全身を駆け巡った。

　あ、この感じ……、知ってる。

　初めて彼と会ったときに感じた感覚だ。電流が駆け巡るような、頭を強く殴られたような、言い表せない衝撃。

　角南さんは私を視界に捉えると、目を大きく見開いて微動だにしない。

「あ、あの、私……」

　どこか変……？

　そう思って鏡を探し、自分の姿を映してみた。

　いつも適当にまとめていただけの黒いロングヘアは少し短くなっているけれど綺麗に整えられ、ピンクブラウンに染められて緩く巻き髪にされている。顔は、いつもとまるで別人のようだ。燿子さんが即興でしてくれたメイクも可愛かったけれど、今日はもっとふんわりとした印象で、コンビニで見た雑誌の表紙を飾っていたモデルさんと似たような雰囲気だ。そして服も可愛いのに派手過ぎず、落ち着いているけれど地味すぎない。自分では選べないコーディネートで、いつもとはまるで違う姿になっていた。

　だけど、こんなの違いすぎる……。きっと、すごく変なんだ。だから角南さんは呆然としているのかも。

　恥ずかしくて、なにか言い訳をしたくて、角南さんのほうを見る。と、急に強く引き寄せられ、息がつまった。

「え……」

　目をしばたたかせ、なにが起きたのかと懸命に状況を理解しようとしたけれど、それよりも早くぐっとさらに引き寄せられる。

「こんなの、だめだ……」

　耳元に低く声が響いた。

　ああ……やっぱり似合ってないんだ。

　いまどういう状況かとか、なにが起きているかということよりも、そんなにひどい格好なのだということのほうがショックだった。

「角南さん……」

　おそるおそる見上げる。顔がとても近い場所にあって、ようやく私は彼の腕の中にいるのだと気づいた。でも、気づいたところで、きつく抱きしめられていて逃げ出すことはできない。身を捩ると、まるで動くなと言わんばかりにさらにぎゅっと力が込められた。

「すみません、やっぱり似合っていなくて……」

「ううん、逆だよ。よく似合ってる。すごく、可愛い」

　身体を離してじっと顔を覗き込まれると、反射的に目を逸らしてしまう。芯から全身が熱を帯びていくのがわかった。

「この間も思ったんだ。そんなに急いで綺麗にならないで。俺の心臓が持たない」

「それって……」

　言いかけた言葉は、彼に掴まれた手が胸元へ引き寄せられたことで遮られた。普通より早い鼓動が、手のひらから伝わってくる。

「どんどん君が綺麗になることが嬉しいのに、それを手放しで喜べないのはさすがにどうかとは思うけど……」

　そう言って角南さんはしばし逡巡したあと、なにかを思いついたように私の腕を引いた。

「行こう。可愛くなった君を、たくさんの人に見てもらおう」

　前を歩いて行く彼を、スタッフのみんなが上機嫌に見送る。私はなんとかお礼だけを告げ、角南さんのあとを追いかけて必死で足を動かした。

　彼の背中を見つめながら、自分の気持ちにようやく気付く。自然と目で追いかけてしまうのも、ふとした拍子に角南さんの顔がちらつくのも全部、恋をしていたから。

　あの、雷に打たれたような不可解な衝撃も、恋に落ちたから感じたものだったのだろう。初めて角南さんを見たときから、私はこの人に恋をしていたのだ。







　美容室を出たあと、角南さんに誘われるままあちこちを歩き回った。その中で気づいたことは、彼は街ゆく人すべてを振り向かせられる人なのだと言うこと。社内での人気の高さは言わずもがなだけれど、ぱっと見ただけの女性たちをも振り返らせた。いつもならそんな人と並ぶなんて恐縮してしまって、一歩どころか二歩、三歩と下がってしまうところだけれど、今日はなんとか隣を歩くことができている。それもこれも、角南さんの気遣いと、プロの人に大変身をさせてもらったからだろう。少しだけ、自信がついた気がして嬉しくなる。

「倉沢さん、今日はもう少し一緒にいてもらってかまわないかな」

　けっこうな時間を歩き回ったあと、コインパーキングに戻ってくると角南さんはそう言った。

「もちろんです。どちらへ行かれますか？」

「そうだな……イタリアン、フレンチ、和食……どれがいい？」

「？」

　いきなりどれがいい、と言われてもなんのことかわからない。首を捻っていると、食事のことだと言われ目を丸くしてしまった。

「どれかは好みに合うだろうと思って押さえてはいるんだけど」

「えっと……」

「食事、して帰ろうよ。せっかくだし」

「はい。……あれ？」

　返事をしてはみたものの、ちょっと待てと今日一日を慌てて振り返ってみた。

　待ち合わせをして、美容室で私は別人のようになって、そのあとランチにして休憩を挟みながらぶらぶらと歩いていただけだ。たまたま前を通りかかった紳士服店で買い物がしたいと思いついたように言われて一緒に入ったけれど、それだけ。

「角南さんの用事がなにも済んでいないのでは……？」

「別に予定らしい予定はなかったけど」

　角南さんはそう言ってくれたけど、これって気を遣われてる……よね？

「お買い物とか、どこかの下見とか……ではないんですか？」

　そう思うのが普通だ。それ以外で私を誘う理由がないもの。でも、彼は表情を緩めて言った。

「今日は倉沢さんとデートをするつもりで誘ったんだよ。そう言ったよね」

　角南さんの言葉は、私をひどく動揺させる。だって、こんなの……。

　好きだって自覚をしたせいか、とても前向きに意味をはき違えてしまいそうで怖い。

「……角南さんは、どうして私にここまでしてくださるんですか？」

「え？　どうして……とは？」

「デートだって言ってくださったり、オシャレの勉強を手伝ってくださったり……仕事のこともそうです。角南さんが私を秘書課へ入れたいと言ってくださっていると……」

　彼にはどう考えてもメリットがない。美容室で過ごした時間は二時間ほどだった。その間、私は忙しなく動きまわっていたけれど、角南さんはずっと片隅で雑誌を読んでいただけ。仕事だって秘書課なんて有能な社員の集まる場所だ。私なんかがいていい場所じゃないことくらいわかっている。

　全部、角南さんの気遣い以外の何ものでもないはずなのに。

「そんなの、俺のわがままだよ？」

　どこか困ったような顔をして首を傾げる彼につられて、私も首を小さく傾けた。

「倉沢さんとデートがしたいから誘った。君が綺麗になるのは俺も嬉しいからできることはなんでもする。仕事については俺の一存ではないけど、少なくとも俺や人事部長は見合う人だと思ったから転属になった。それだけだ」

　そうして彼は続ける。

「そのあとどうするかは、倉沢さん次第」

　仕事は嫌なら転属願を出せばいい。オシャレについても今日のことを生かすかどうかは私次第で……デートは……。

　次も誘ってもらえるかもしれない……？

　考えて、ぼっと赤くなる。

　違う違う違う！

　次も、なんておこがましい考えだ。

　けれど角南さんはおもむろに私の手を取った。

「君さえよければ、またデートがしたいな」

　艶っぽい笑みを浮かべて、彼が誘う。私だって、もっと一緒にいたい。トクトクと早鐘を打つ、心地いい高揚感をもっと味わいたい。

　この人の傍で。

「私……その……」

「困らせるならごめん。だけど、真剣に考えてくれないかな。倉沢さん、俺と付き合ってください」

　耳の奥で、低い残響が鳴る。

　ぎゅっと力を込められた手が熱い。その熱が私のものなのか角南さんのものなのか、判然としないけれど。

　全身から沸騰した血が巡ってくるみたい……。

　ぼんやりとそんなことを考えながら見上げた彼はどこか照れ臭そうで、俯きがちな顔に視線が釘付けになった。

　角南さんでも、こんな顔したりするんだ……。

　あまり物事に動じるような印象がなかったから、不思議な感覚がする。

　しばらく彼の顔を見つめたあと、ようやく先ほどの言葉の意味を理解した。

　付き、合う……って言った？

　そんな、まさか。

　でも、間違いなく角南さんはそう言ったはずだ。

　それって、そういう意味でいい……のかな？

　だとしたら、頷きたくなるけれど。

　もしかしたら勘違いかも、と可能性を打ち消してしまう自分がいる。いままで誰かにこんなことを言われたことがなかったから、どうしていいかまるでわからない。

　返事をなにもできずにいると、ややしてからと角南さんが大きく吐息した。

「はぁ……こういうのって緊張するよね」

「はい……あ、いえ、えっと……」

　私は誰かに付き合ってほしいと伝えたことがないから、彼の緊張感がどれほどのものかなんて想像もつかない。だけど、私にはきっとできない。怖くて、なにも伝えなくていいと思ってしまう。

「乗って。レストランへ行こう」

「角南さん、あの……」

「返事、ちゃんと考えておいてね。冗談なんかじゃないから」

　誤解ではないと、しっかりと釘を刺したあと、助手席のドアを開けられ、どうぞと促された。







　食事は、気軽なほうがいいよね、と言ってイタリアンをご馳走になった。普通なら絶対に来ることのないような雰囲気のお店で、緊張をしていたこともあって「美味しい」以外の感覚はどこかへ消え去ってしまっていたけれど。

　そんな緊張の連続の食事を終え、店を出るころには完全に陽は落ちていた。そろそろお別れの時間かな、と名残惜しく思っていると、角南さんは「少しドライブをしようか」と提案をしてくれる。まだ一緒にいられることが嬉しくて、即答したら彼は笑って助手席を勧めてくれた。

　車を走らせ、見慣れない景色を眺めながら他愛ない会話に花が咲く。そんなささやかな喜びを噛みしめていると、車が停まった。

「着いたよ」

　そう言って、目の前の景色に誘われるように視線を向ける。

「わぁ……、綺麗……」

　視界を覆い尽くす幻想的な工場地帯が広がっていて、思わず感嘆の声を漏らした。

「ちょっと好みが分かれるかと思ったんだけど……よかった」

　ハンドルに寄り掛かるようにして、角南さんはほっとしたように笑う。

「宝石みたいですね」

「そうだね。昼間は全然そんなふうに見えないのに、夜になると幻想的で好きなんだ」

「角南さんの癒やしスポットですね？」

「そうなるかな。時間があればふらっと立ち寄ったりはするかも。でも忙しいときは全然来られないからなぁ。部屋からは見えるんだけど、遠くてね」

　寂しそうにそんなことを言うから、よほどお気に入りなのだろう。

　なんとかできればいいのだけれど、彼の忙しさは私がどうにかできることじゃない。でも……と考えて、スマホを取り出した。カメラアプリを起動させ、目の前に広がる青白い景色にシャッターボタンを押す。

「写真撮るくらい気に入った？」

「はい、すごく。でも、これは私のためというか……角南さんに、と思って」

「俺？」

「送りますのでぜひ、忙しい合間に眺めて和んでください……！」

　いそいそと操作し始めると、隣でふふと笑いを堪えるような声が聞こえ、顔を向けた。

「私、なにか変なこと言いましたか？」

「変っていうか……ペットとか恋人の写真で和むのはよくある話だけど、工場の夜景で和むって……考えたらシュールだなって」

「そ、そういう方もいらっしゃいますよ？」

「いるけど、それを俺に勧めるって……ははっ」

　間違えた……!?

「もしかしてそこまで好きなわけじゃない……とかですか？」

「いや、好きだけど……」

　でも、そう言いながらも肩が震えている。

「君はそういう人だよなぁ……」

「ど、どういう人間だと思ってるんですか……」

「真面目で一生懸命」

　誘うような蠱惑的な瞳でそんなことを言われ、思わず目を逸らしてしまった。

「それは褒め言葉じゃありません」

「褒めてるよ」

　甘い声に誘惑され、心拍数がおかしくなったのかと思うくらいに早くなっていく。

「……ねえ。急かすつもりはないんだけど、どうしてもすぐに返事が聞きたくなったよ」

　ゆっくりと手が伸ばされ、指が絡んだ。優しく、けれど強引に引き寄せられると、距離が一気に縮まって息を飲む。

「俺と付き合ってよ」

　早い鼓動がますます高鳴っていく。

「私、あの……」

　ゆっくりと顔が近づけられ、吐息が混ざり合うと、頭の芯から痺れてくらくらする。徐々に距離が縮まり、唇が触れる――と思った瞬間、反射的に身体を軽く押し返してしまった。

「……だめ？」

「だめというか……どうして私なのかな……って」

「……君は俺を幸せな気持ちにしてくれるから。君となら、ずっと笑っていられると思った。それじゃ理由にはならないかな」

　たしかに角南さんはよく笑ってくれているけれど、それはほかの人の前でも同じなのでは、と思ってしまう。彼は、とても優しい人だから。でも、たとえ同じだったとしても、この人の笑顔をもっと近くで、ずっと見ていたい。

「……私で、いいんですか……？」

「もちろんだ」

　そう返事をしたあと、ふわりと柔らかな感触が重なった。唇から角南さんの熱が伝わってくる。

「ん……っ」

　ちゅっと音を立てて啄ばむように唇を食んだあと、ゆっくりと離れていく。

「はぁ……っ」

　キスなんて初めてで、呼吸の仕方もわからない。戸惑いながら大きく呼吸をすると、すぐにもう一度唇が重ねられた。

「っ……ん、ん……」

　ぺろりと唇を舐められ、何度も角度を変えて柔らかい唇が擦りつけられる。

「口を開けて」

　ふわふわとして、なにがどうなっているのかもわからないけれど、彼に言われるまま薄く口を開いた。すると、そこへぬるりとした感触が差し込まれる。

「んっ！　んぅっ……」

　厚みのある舌が口内へ侵入し、内側を弄るように蠢く。生き物のようなその動きが粘膜を擦り、口蓋や歯列をなぞったあと、舌を絡ませた。

「んっ……く、ふ……」

　次々に新しい刺激が与えられ、呼吸がまるで追いつかない。身を捩ると、わずかに口を解放してくれるが、すぐにまた塞がれてしまった。

「ぁ……んっ」

　唾液を混ぜ合い、粘った水音が立つとなにも考えられなくなるくらいに蕩けてしまいそうだ。

「す、なみ……さん……」

「あんまりそんな目で見つめないで」

　呼吸が苦しくて思わず彼に目を向けたけれど、角南さんは優しく笑って頭を撫でてくれる。

「ね、これからうちへこない？」

「え……？」

「……帰したくないなと思って」

　頬に触れられながらそんなことを言われても、ぜひ、なんて言えるわけがない。でも、帰りたくない気持ちもあって、どうするのがいいのだろうかと迷っていると、彼はなにを言うでもなく車を走らせた。

「角南さん……」

「ん？　いや？」

　おそらくこの人は、私が積極的な返事ができないことを知ってくれている。恥ずかしいとか、どうしようとか。考えはするけれど嫌なわけではないことも。だから、返事の代わりに繋いだままの手をそっと握り返す。

　彼は相変わらず穏やかに、ふふっと笑ってくれた。







　なんとなく想像はしていたけれど、角南さんの住まいはタワーマンションだった。常駐コンシェルジュがいて、ホテル並みのラウンジがあって、エレベーターも高層階専用がある。安アパートで暮らす私とは生活の次元が違うなと圧倒されたけれど、それも一瞬のこと。すぐに手を引いてエレベーターへ連れられ、彼は四十七階のボタンを押した。ゆっくりとエレベーターが上昇していく。それと同時に角南さんにぎゅっと抱きしめられた。

「瑞希」

　名前を呼ばれながら頬や首筋に手を這わされ、肩をすくめる。

「こっち向いて」

　顎を掴んで強引に仰のかされ、唇が重なった。

「んっ、ん……」

　舌を差し込まれ、絡められると頭の芯から蕩けそうになる。治まっていたはずの鼓動が再び高く、早く打ち始めて、なにも考えられなくなった。

「は、ぁ……んっ」

　懸命に息を継いでもすぐに塞がれ、ねっとりと味わうように口内を舐め尽くされる。

「瑞希……好きだよ」

　髪を優しく撫でながら梳かれ、そのしなやかな動きにぼうっとした思考で彼を見上げた。

　好き、なんて男性から言われるなんて初めて……。

　心臓がドキドキとまた高くなっていく。

「角南さ、ん……っ、んぅっ……」

　情熱的な口づけに、膝から崩れ落ちるように力が抜ける。力強い腕に支えられていなければ、その場にへたり込んでいただろう。

　胸元に縋るように手を当てると、厚みのある胸板にどきりとした。

「おいで」

　エレベーターのドアが開き、腰に腕を回されて引き寄せられる。足元がおぼつかないほどにふらつきながらも、支えられながら廊下を歩いて行くと、彼は自宅だろうドアの前で足を止めた。鍵を開け、部屋へ招き入れられる。と、直後に身体を壁に押し付けられ、噛みつくようなキスが降り注いだ。

「ん、ぁ……んっ……」

　舌が強引に押し入ってくる。

「は……っあ……」

　苦しくて息を継いでもすぐに口を塞がれ、意識が朦朧としてしまう。

　身体をそろりと撫でられると、背筋から言葉にできない感覚が這い上がって来る。

「んっ、ぅ……あ、ンん……」

「瑞希……ベッドへ行こう」

　熱っぽく囁かれたあと、ふわりと抱き上げられた。

　明かりはついていないけれど、一瞬のためらいもなくベッドルームへ入っていく。柔らかいベッドに下ろされると、そのまま覆いかぶさって押し倒され、容赦なく激しいキスを求められた。

「んぅ……、ぁ、は……ん」

　熱い吐息を混ぜ合いながら、くちゅくちゅと粘った水音がやけに大きく聞こえる。身体が熱を帯びて熱く痺れるようだ。

「す、なみ……さん……、は、……っあ」

　絶え絶えに名前を呼ぶと、彼の大きな手が身体に這い、そっと服を剥ぎ取っていく。カーディガンが肌から離れ、外気に触れてわずかな寒さこそ感じたけれど、それも一瞬のこと。肩口に唇を寄せられ、ぺろっと舐められた途端、触れた場所から熱を伴って甘く疼いた。

　ワンピースの肩紐が肩から滑り落ちる。少しずつずり下ろされ、それと同時にもう片方の手が脇腹から這い上がって来た。反射的にその手を押さえてしまったものの、彼は宥めるようにキスをして、力が抜けるのを根気よく待ってくれる。

「角南、さん……私……」

　緊張して上手く言葉が出てこない。

「急ぎすぎないようにする」

　両腕をベッドに押さえつけられ、そのまま呼吸を奪うように口づけられた。頬や瞼にもキスをされ、慣れない感覚に首をすくめるとかぷりと首筋を甘く噛まれる。

「ンっ……」

　ぺろっと舐められたあと、強く吸い上げられ、次から次へと襲ってくる未知の刺激になされるがまま、翻弄されてしまう。ゆっくりとキスが首筋から胸元へと下っていくと、ごく自然に、するりとワンピースが剥ぎ取られた。

「っ……す、なみさん……」

　とっさに離れていく服を掴もうとしたが叶わず、さらにブラのホックがぷつりと外された。

「ま、待って……」

　あまりに急にあれもこれもと剥ぎ取られてしまい、慌てて胸元を隠す。けれど、手首を掴まれてやんわりと制された。

「こんなの、すごく恥ずかしい……っ」

「俺しか見てない。大丈夫だよ」

　部屋の明かりはつけずにいてくれているけれど、カーテンの引かれていない窓からは明かりが差し込んできている。視界が悪いとはいえ、はっきりと見えているだろうなと窓に目を向けると、胸の内を察してくれたのか、さっとカーテンが引かれた。

「瑞希、俺だけを見てて」

　そう言って胸の膨らみに手をかけ、ゆっくりと揉みしだいていく。

「んっ、ぁ……」

　しなやかで長い指先が、柔肉の上を滑る。頂にある飾りを擦って立ち上がらせると、きゅっとそれを摘まみ上げられた。

「っ……ふ……」

　初めて男性に触れられることへの羞恥はとめどなく湧いてくるが、それが心地いいと思ってしまう。

　両方の胸を彼の手で包み込まれると、ゆっくりと持ち上げられ先端を擦られる。

「んんっ……」

　じれったい感覚だけれど、身体の奥にほんのりと熱を灯されるような、不思議な感覚だ。

　こりこりと硬くしこる肉粒を擦ったり摘ままれたりを繰り返され、ようやく刺激にも慣れ始めてきたころ、ふいにねっとりと熱く、ぬめった感触に包まれた。

「んっ、あ……っ」

　突然の感触にびくりと身を震わせると、嬉しそうな吐息が漏れ聞こえてくる。

「舐められるほうが好き？　さっきよりここ、硬くなった」

　くりくりと飾りを指で刺激され、途端に埋まってしまいたいほどの恥ずかしさがこみ上げた。

「舐っ……え、待っ……」

「待たないよ。瑞希は俺に身を委ねていればいい」

　ちゅぷ、と音を立てながら舌先で粒を転がされると、背筋から甘い疼きが這い上がってくる。

「は、あっ……んっ」

　太腿に手が滑り込み、内股をそっと撫でられる。彼は容赦なく膝に手をかけて大きく割り開いて身体を滑り込ませた。

「ごめんね、瑞希。もう少し余裕が持てると思ってたんだけど」

　そんなことを上擦った声で言われたら、胸の奥が切なくなる。いつも穏やかに笑っている彼が、自分を前にして欲情してくれているのだと知れば、嬉しくないはずがない。

「角南さん……、私、大丈夫ですから……」

　恥ずかしいし、未知への恐怖がないと言えば嘘になる。それでも、彼になら委ねてもいいと思えた。

「……できるだけ優しくする。ありがとう」

　唇にキスを落としたあと、彼は嬉しそうに膝へ口づけ、そのまま少しずつ内股を辿り、中心へと近づいてくる。やがて中心の未開の秘地に唇を寄せた。

「っ……ぁ、あ……っ」

　柔らかく啄ばんで、指先でなぞりながら秘された場所を拓いていく。そうして花の芽を舌先がそろりと捉えた。

「んっぅ……あぁっ」

　ちゅぅっと吸い付かれ、花びらを押し開き、敏感に膨らむ花芯が優しい刺激に晒される。

「あっ、んっ……それ……ぁ、あ……っ」

　見知らぬ感覚は小さな恐怖と計り知れない期待をもたらした。痺れるような疼きと、秘部を覗かれる羞恥心に名前をつけるのだとしたら、おそらく快感と呼ぶのだろう。

　暗闇にだいぶ目が慣れてきて、思っている以上に周囲が明るいと気づいた。こんなに明るいなら彼からも見えるのでは、とおそるおそる自分の脚の間にある汚らわしいとも呼べる場所へ口づける彼に目を向けた。

「っ……」

　あまりの恥ずかしさと申し訳なさで目を背けたくなったけれど、その瞬間に視線が絡んだ。彼は蠱惑的な笑みを浮かべ、さらに刺激が加えられる。

「ああぁっ、あ……んっ」

　いままでよりも強いそれは、小さな羞恥心など一瞬にして吹き飛ばした。言葉にはできない快感に捕らわれ、腰が勝手に揺らぐ。

「瑞希……気持ちいい？」

　そんなことを聞かれてもわからないのに、知らずこくりと頷いていた。

「だいぶ蜜が溢れてきた……もっと奥に触るよ」

「もっと、奥……？」

「そう。瑞希はそのまま気持ち良くなっていればいい」

　そう言ったあと、蜜口からなにかが侵入してくる。

「っ、は……あ、あっ……く、っ」

　きつく閉ざされた秘口をこじ開けていくような感覚に、痛みと違和感を覚えて腰を引いた。けれど、強く腰を掴まれて逃げ切ることはできない。そのままゆるゆると身体の中になにかが入っていくような、得体の知れない恐怖に指を噛んだ。

「ふ、くぅ……角南、さん……っ」

　心細くて名前を呼ぶと、彼は身体をずらしてぎゅっと抱きしめてくれる。

「大丈夫だ、怖いことはしないから」

　身体に強くしがみつくと、大きな手があやすように頭を撫でた。それでも、下腹部の違和感が消えることはなく、それどころか内側を這い回るような感覚さえしている。

「なに、して……」

「瑞希の身体を慣らしてるんだ。痛くない？」

「ちょっとだけ……痛い、かも……」

「そっか……ごめんね。でももう一本指を増やすよ」

　この、中をかき混ぜられるような感覚が彼の指によってもたらされているのかと理解をして、得体の知れない恐怖がいくばくかの安堵に変わった。が、直後に蜜口にさらなる質量が加えられ、息を詰める。

「は、っ……あ、あ……」

　身体が強張り、痛みが増す。そんな様子を見て、彼は何度もキスを与えてくれた。舌を絡め合うキスは優しく、労わってくれているのがわかる。それと同時に与えられる強い痛みに、ただ彼に縋るしかできない。

「……平気……？　続けていい？」

　心配そうな声に、こくこくと必死で頷いた。

　下腹部に大きな違和感を抱えながら、隘路を開かれていく。汗の滲む額を撫でられ、ようやく大きく呼吸がひとつだけできた。

「瑞希、辛いだろうけどもう少し頑張って」

　そう言って指を引き抜くと、彼は衣服をすべて脱ぎ捨て、迷いのない動作で避妊具を屹立する分身へと装着をし、秘孔へと押し付ける。

「っ、く……ん、んっ」

　ぐっと先端が押し込まれると、閉ざされた蕾が押し広げられていく。少しずつ、ズッ、ズッと押し入る凶器は想像を超える痛みをもたらした。

「あ……あっ、んっ、く……」

「ゆっくり深呼吸して。俺の目を見て、瑞希」

　言われるままに深く呼吸し、彼の目を見つめる。

　いつも優しく笑う彼の瞳の奥に、まるで知らない表情を見つけてぞくりとした感覚が背筋を這った。声音も、雰囲気もいつもと変わらないように思っていたが、明確に違う顔をしている。隠しこそしてはいるけれど、彼の雄の本能が見えて、煽情的に誘ってくる。

「……んっ……あ、は……ぁ」

　隘路をこじ開ける動きが止まり、浅く呼吸を繰り返した。じっとりと額に汗が滲んでいる。

「角南……さん……」

　手の甲で頬を撫でられ、無意識に顔を摺り寄せた。その瞬間に楔が一息に、深く押し込まれる。

「は、っああ……あっ、……っ」

　息がつまる。涙を押さえられないくらいに痛い。それでも、彼と繋がれたということを理解して、心が歓喜した。

「もっとゆっくりするつもりだったんだけど……、大丈夫？」

「は、い……、でも、少し……待って……」

「うん、待つよ」

　指を絡めて繋ぎ、ベッドに押し付けられる。身体が引き裂かれそうな痛みに慣れるまでの間、眦や頬、首筋にキスをしてくれた。乳房に手をかけ、優しく揉みしだきながら、心配そうに覗き込んでくる彼を見つめていると、お互い吸い寄せられるように唇を重ねる。

　そうして内側に鉛を抱えたような違和感に慣れたころ、きゅっと彼の手を握り返した。

　柔らかな笑みを向けられたあと、それを合図に彼はゆっくりと抽送を始める。

「ん、んっ……」

「辛かったら、俺にしがみついていいよ」

　上半身を抱えるように抱き上げられ、肌を密着させる。高い体温に驚きながらも、引き締まった逞しい身体を抱きしめると、ゆるゆるとした動きで奥を突き上げられ、息を詰める。

「は……っあ、ああ……」

「瑞希の声、すごく可愛い」

　そう言われてもいまは照れる余裕などない。彼が動くたびにヌチュヌチュと音がして、それがやけに大きく聞こえる。

「あ、……っああ、ん……は、っぁ……」

　内側を擦られるたびに痛みが全身を駆け巡っていく。奥の深い場所にズンッと強い圧力がかかり、身体をのけ反らせた。

「っ……、っは……あ、あ……あぁっ！」

　狭く、未熟な襞をかき回しながらゆっくりと引き抜かれる。

「はぁっ……あぁ……んっぅ……」

　浅い抽送を繰り返し、喘ぐ吐息の隙間から掠れた声が零れた。

「角南、さ……ん……」

　腕に縋ると、耳にちゅっとキスをされる。耳朶に舌が這わされ、浅く、熱い吐息がかかった。

「もっと声を聞かせて」

　うっとりと目を細めてそう言った直後、膣内をさらに押し広げるように彼の欲望が質量を増したのがわかった。

「あ……っん……」

　蜜口が、灼けそうに熱い。

「苦しくない？」

　問いかけてはくれるものの、返事をするよりも先にぬぷぬぷと、緩やかな動きで深くまで熱欲が押し込まれていく。

「あっ、……あ、あっ……んっ」

　シーツを掴んで、先ほどの奥を突かれる圧迫感に備えていると、ずるりと唐突に引き抜かれた。

「あ……、え……？」

「ッ……瑞希は、奥が好きなんだな……、すごい締め付けてくる」

「そ、んなこと……」

「……そう？」

　意地悪く問い返され、恥ずかしくなる。たしかに、あの強い圧迫感を期待してはいた。だからと言って頷いてしまっていいのだろうか。はしたないと思われないだろうか。

　その気持ちを言葉にできずにいると、ズンッと一気に最奥まで突き上げられた。

「ひぁっ、ああ……、あっ、は、あぁっ」

「ほら……こんなに可愛い声で喜んでくれる……」

　何度も子宮口を突かれ、目の前が白く、黒く明滅する。

「あぁ……あっ、ぅ、んく……」

「……可愛い……俺の瑞希」

　甘い声でそんなふうに囁かれたら、下腹部が一層熱く疼く。それが彼にも伝わったのか、腰を掴まれると大きく抉るように突き上げられた。

「っ、あ……ああっ、んっ……は、ぁあ……」

　肌同士がぶつかる乾いた音と、快感を上り詰めていく動きがやがて最高潮に達し、びくびくと彼の欲望が脈動したのがわかった。

　呼吸を荒げ、ずるりと彼のものが引き抜かれる。

　身体が自分のものではなくなってしまったかのような、痺れるような感覚と熱さを抱えながらベッドの上で身じろぐこともできずにいると、彼の強い腕に身体を引き寄せられた。

「……好きだよ、瑞希」

　柔らかな声に誘われるように、心地いい体温を抱きしめる。大きな温もりに包まれ、やがてゆっくりとまどろみに落ちていった。










第四章











　あの日から、角南さんとは週末に時間ができれば会うようにしていた。とはいっても、付き合っていることは秘密にしているし、もともと忙しい人だから急に出張が入ることもあり、平日はまったく会えない。それでも、不思議と寂しいと感じないのは、彼が極力話す時間を作ってくれているからだろう。でも、聞いていない話なんて当たり前のようにあるわけで。

　それは、角南さんと付き合い始めて二か月目に差し掛かったころにやってきた。

「そういえば聞いた？　燿子さんがついに婚約されたって！」

「ああ、聞いた聞いた。さすがよね、あの角南社長とだなんて」

　いつものように先輩たちと休憩室でお昼を食べていると、そんな話題が唐突に始まって、手にしていたおにぎりを落としそうになった。

「……燿子さん、ご婚約されたんですか？」

「そうよ、知らなかった？」

「角南社長と……？」

　二人の先輩が肯定して頷く。

「もともとそういう噂はあったのよ。ほら、人事部長って会長のご友人でしょう？」

　信頼できる友人のご息女となれば、ぜひにと推したくなる気持ちはわかる。ましてあれだけの美人で、仕事を共にするパートナー。最適な人材と言えるだろう。

「やっぱり社長付の秘書ともなると、チャンスはいくらでもあるものね」

「あたしだってあんなイケメンになら、遊びでもいいから誘われたい……」

　そんな先輩たちの声を聞き流しながら、胸がじくじくと痛む感覚をどうにかやり過ごす。

　好きだと言ってくれた言葉も、気持ちも嘘はないと信じている。それでも、もしかしたら、なんて思ってしまう自分が情けなくて、恥ずかしい。

　彼は、そんな人じゃない……。

　頭ではわかっているのに、不安がどうしても消えない。

　あくまでも噂……。だけど。

　燿子さんとの結婚を断るなんて、損失にしかならない。人事部長との関係だって悪化するかもしれないのだから。

　燿子さんである必要はあっても、私である必要はないのよね……。

　どちらかと言えば貧乏な部類で、顔だちも普通……以下で、すべてが地味で……。なにもいいところがない。

　ああ……だめだ。

　不安になるばかりだ。前向きになんてなれるはずがない。いっそ、角南さんに直接聞いてみるというのはどうだろうかと思ったけれど、もしも「そうだよ」なんて肯定されたりしたら、今日一日どころか、しばらくは泣き暮れる自信がある。しかも、仕事中にそんなことを聞いたりしたら絶対に迷惑だ。

　食べかけのおにぎりを頬張って、もやもやとした不安ごと、ひとまず嚥下する。

「さ、仕事に戻りましょう」

　衝撃的な話を聞いたばかりで、すぐに仕事へ戻らなければならないのはきつかったが、考え込んでていたところで答えが見つかるわけでもない。

　胸の痛みにいまは目を背け、先輩たちに倣って業務へ戻った。







　午後二時を少し過ぎたころ、角南さんが一人で帰社した。彼は軽い挨拶だけを交わして秘書課を通り過ぎ、社長室へと入っていく。

　私はすぐに席を立って、ミネラルウォーターをグラスに入れ、角南さんに出す準備をした。普段はコーヒーをブラックで飲むのだが、帰社直後だけは水を出すようにと言われている。こういった好みや習慣を覚えることも仕事だ。常務には濃く淹れた緑茶、専務は紅茶。角南さんの弟である副社長には、猫舌なのでぬるめ、かつ甘めのコーヒー、といった具合だ。お茶出しは当番制だが、いまは私が勉強のため集中的に担当をしていた。

　トレーに水を注いだグラスを置き、社長室の扉をノックする。しかし、返事の代わりにかすかな声が聞こえた。

「ですから、その話はお断りをしたはずです」

　あ、電話中だったんだ……。

　時間を改めたほうがよかったかなと思ったけれど、彼は扉を開いて私の持つトレーからグラスを取り上げると、下がっていいよと手で示した。

　お辞儀をして扉を閉め、やっぱり社長って大変なんだなぁと改めて思う。

　社内にいるときは社長室から滅多に出てこないし、出てきても電話中だったり、すぐに外出だったり。今日は燿子さんと一緒に出かけたはずだけど、戻ってきたのは一人だったし、二人とも本当に忙しいんだなと実感すると共に、早く私も一人前に実務をこなしたいと思うようになっていた。

　いまだに社長への同行は叶っていない。もちろん、ほかの役員ともだ。そんな日が来るのかな、とデスクへ戻って入力作業や書類整理、簡単なメールへの返信などをこなしていく。

　そうして一時間が過ぎたあたりで私宛に社長室から呼び出しがあった。どうして私？　と思ったけれど、社長の用事はほかのなによりも優先される。すぐに社長室へ向かった。

　ノックをすると入室を促す声が聞こえ、おそるおそる扉を開く。

「倉沢さん、いまから出られる？」

「はい、大丈夫ですが」

「では、柿崎物産へ行くので同行してください」

「……え？」

　同行をしたいと思っていたし、早く彼のサポートができればいいとも思っているけれど、一人で彼についていくなんて不安しかない。燿子さんもまだ帰っては来ていないし……。

「大丈夫だよ、柿崎社長は気心の知れた人だし、新人の通過儀礼のようなもの。気負わなくていい」

　柿崎社長とは親戚のような付き合いをしているらしいというのは、秘書課へ配属をされてすぐに教え込まれた。角南さん自身もとても懇意にしているのだとか。近くへ来たからと立ち寄ってくださることもある。

「ですが、奥平さんがいらっしゃいませんし……」

「今日は帰って来ない。急遽出張が入ったんだ。この間みたいに、営業社員を行かせるっていう手は何度も使えないし、今回は彼女が適任だろうから」

「この間……って、もしかして佐山主任のときですか？」

「そう。彼、ずっと君を口説いてただろ。あれ、正直腹が立ってた」

「え、……えっ!?　あれは営業部への勧誘……」

「違うよ。彼の場合はそっちの意味じゃない」

　女性として口説かれていたよ、と言われ、あたふたしてしまう。

「総務課の子を営業一課に誘うのはどう考えても無理がある。でも、佐山さんは奥平部長の後輩で親しいからね、その無理を通すつもりだったようだ」

「そんな……」

「だけど、奥平さんのほうが一枚上手だったみたいだ」

　さすがに、愛娘からのお願いを聞かないという選択肢は、人事部長にはなかったようだ。

「まあ、瑞希が普段から頑張っていたから認められたことではあるんだけどね。裏を返せば営業一課への転属だってありえたかもしれないってこと。それはさすがに俺が困った。君を傍に置く夢が叶わなくなるから」

　そんなに望んでもらえていたことが嬉しくて、控えめに目を向けると、彼は悠然と微笑んでくれる。

「柿崎社長もお暇ではないので、いましかチャンスはない。なにかあればフォローをするから気楽に構えていればいいよ」

　ジャケットと荷物を手にして、角南さんは私の傍を通り過ぎる。その途中、肩をぽんと叩かれた。

「不安そうな顔をしないで。大丈夫、俺がついてる」

　そんな一言に、心が励まされるのだから不思議だ。

　いつかは経験をすること。社長の言葉はなによりも強く、その彼が大丈夫だと言うのだ。それなら。

「すぐに準備します」

　そう言って席へ戻り、すぐに身支度をする。先輩には角南さんが社長命令として「同行をさせる」と声をかけてくれ、やや心配そうにはされたけれど「頑張って」と送り出された。

　準備が整うと、角南さんのあとをついてエレベーターに乗り込む。すると彼にぎゅうっと抱きしめられた。

「社長……っ、……仕事中です」

「ちょっとだけ。目の前にいるのにろくに話せないとか、本当に地獄」

「お忙しそうですものね。無理はされていませんか？」

「身体はなんともない。丈夫なほうだしね」

　私も控えめに彼の身体を抱き返すと、とても嬉しそうな顔をしてくれる。

「それより、なんだか表情が暗いね。どうかした？」

「え……？」

　もしも、浮かない顔をしていたのなら原因はひとつしかない。でも、そんなことを聞けるはずはなくてなんと答えようかと思案する。

「瑞希は隠し事ができるタイプだとは思えないよ」

「……はい……そうかもしれません」

「好きな子が暗い顔をしているのは、あんまり嬉しくないかな」

　なんでもないと答えれば彼は深追いはしないと思う。でも、自分では隠しているつもりでまったく隠れていなかったのだから、一人で不安に陥っていることは間違いない。ここで聞かなければ、これから先に聞くチャンスはないだろう。

　意を決し、唇を一度噛んでから口を開く。

「……社長が……ご婚約をされたと……」

「ああ、そんな話が出てるね。でも気にしなくていいよ」

　消え入りそうな声で口にすると、角南さんはあっけらかんとした様子でそう言った。

「あんなものは定期的に出てくるただの噂だ。事実じゃない」

「……でも、私はもしかしたらって、思ってしまいました」

「そう……それで浮かない顔をしてたんだね」

　寂しそうな顔をして、頭をそっと撫でてくれる。彼は、どんなことを思っただろう。私なら、恋人に疑われたら気持ちがちゃんと伝わっていなかったのだと悲しくなるだろうし、不安にさせたことを自分のせいだと感じるはずだ。

　勝手に考えて不安になって、角南さんを傷つけてしまったんだ……。

「……ごめんなさい。不安になるより先に、角南さんに確認をするべきでした」

「確認……って。ははっ」

　笑ってくれることが嬉しい。寂しそうな顔なんてしてほしくない。それはきっと、角南さんも同じ気持ちだと思う。

「いいんだよ、気にしなくて」

　いつも、この人は大きな愛情を傾けてくれている。忙しい中で会う時間を作ってくれることも、些細な心の機微を読み取ってくれることも、寛容に許してくれることも。

　全部、優しさだけじゃない。

　もっと、この人の特別になりたいと思った。この人の傍にずっといられるくらいに。

　一階に到着したエレベーターから降りていく彼の横顔を後ろから見上げ、自分の手の甲をそっと抓った。

　いまでも夢なんじゃないかと思うときがある。こんなにも優しくて、素敵な人が私を選んでくれたことが。でも抓った痛みは本物で、彼が向けてくれる笑顔もまた、真実。

「……角南さん、大好きです」

　ぽそりと漏らした声に、彼が足を止めた。

　どうしたのかと思って見上げると、手で顔を覆い隠していて、耳が赤く染まっている。

「社長、どうされましたか？」

「それを君が聞くの？　誰のせいだと思って……」

　まさか聞こえた？

　小さなひとり言のつもりだったのに、周囲にも聞こえたのではと焦った。

「……二時間くらい遅刻できないかな」

「そんなにお待たせするのはさすがに無理かと」

「一時間でも……いや、それはだめか。ああ、もう、もう少し余裕を持たせてアポを取ればよかった」

　そんなボヤキに首を捻りながら、初めて社長に同行しての業務を経験し、終えた。







　翌日の午後、予定通りに燿子さんが出張から戻って来た。

　たった一日にも満たない時間だったが、彼女が不在にしていた間の秘書課は、いつもの圧倒的な輝きが二割減していたような気がしていて、戻ってきたいま、いつもどおりのきらきらとした秘書課へ戻っている。さすがは燿子さん。実力だけでなく存在感も圧倒的だ。

「燿子さん、出張お疲れさまでした」

「ありがとう」

　にこりと笑って返事をしてくれたけれど、すぐに仕事モードの顔に切り替わった。やや鋭くなった目つきで、私を見つめてくる。

「昨日、社長に同行をしたと報告を受けているわ。詳しく聞かせてほしいの」

「はい、柿崎――」

「待って。場所を変えましょう」

　言葉を遮られ、出かかった声をぐっと飲み込んだ。

　燿子さんは足音を立てることなく脇を通り過ぎ、資料室へと入っていく。そのあとをついていくと、扉を閉めるように言われ、正面から対峙する格好になった。

　もしかして、怒られる……？

　燿子さんの許可もなく角南さんに同行をしたのだ。まずは謝罪をするべきだった。

「あの、勝手に同行をしてしまってすみませんでした」

「そのことはいいのよ。社長が決められたことだもの。別に怒っているわけじゃないわ」

　そう言われてほっと胸をなでおろす。

「ごめんなさい、話を聞かれたくなかっただけなの。続けて」

「はい。昨日は柿崎物産の社長とのご面会がありました」

　そこで柿崎社長に紹介をされ、しばらく三人で雑談をした。

　内容は、角南さんの幼少期はいまと比較できないわんぱくな子供だったとか、そのわりにシャイなところもあって、いまだにその名残がある、とか。そんなのは嘘だろうと思いながら目を丸くして話して聞いていた。柿崎社長は、終始笑顔で豪快に笑い飛ばしてくれ、ひと段落ついたあと、二人で話がしたいと言われて席を外した。二人の会話の内容までは聞いていない。

　そう話すと、燿子さんは顎に手を当てて「そう……」と頷いた。

「わかりました。ご苦労さまでした」

「とんでもありません」

「……ところで、もうひとつ聞きたいことがあるのだけど、いいかしら」

　最初から仕事モード全開だったけれど、さらに目つきが鋭くなる。もしかしたら、こちらが本題だったのかもしれない。

「角南社長とお付き合いをしている……と、聞いたのだけれど」

「……えっと……、はい……」

「そう……。あなたなら嘘は即時否定をするだろうから、事実なのね」

　そういえば、燿子さんは角南さんのことを好きなのではなかっただろうか。ということは、私は彼女にとってとても邪魔な存在なのでは……？

「……ねえ、角南社長の婚約の噂は耳に届いているかしら？」

「はい……知っています。燿子さんとご婚約をされたと」

「それは正確じゃないわ。縁談の話が持ち上がっているだけよ、婚約はしていないの」

　角南さんも同じことを言った。だから、婚約をしていないのは事実。けれど。

「燿子さんは、角南社長のことを……」

「……お慕いしている、と言ったわね」

　ぎゅっと唇をかみしめた。このあとの言葉を聞くのは、きっとすごく苦しいはずだ。

「……わたし、あなたは社長に相応しいと思えないの。いいところをたくさん持っていることは知っているわ。前向きだし、一生懸命だし、なにより真面目。過ぎるくらいにね」

　一歩、足を踏み出して燿子さんは距離を縮めた。高いヒールを履いているせいで、ただでさえ長身の彼女は私よりもずっと背が高く、圧力がある。

　彼女は身を屈めて、私の顔を覗き込むようにして続けた。

「だけど、自己評価が低い……その価値観を修正するのは容易ではないわ。仕事ができても自分に自信がなければ彼を支えることなんてできない。あの人はとても良くモテる人だから、美人も権力者もたくさん集まってくるわ。そのとき、彼の隣にいるのが平凡な女性だったら、どう思われるかしら？」

　悪意が向けられるだろう。相応しくないと必ず言われる。毎回不安に苛まれなければならなくて、そのたびに彼は気にかけてくれるだろう。

　……そんなことをしている暇など、あの人にはないのに。

「どうしてあなたを選んだのかしら。わたしでもよかったと思わない？」

「そう……かもしれないですね」

「ずっと彼を支えてきたのよ。あなたになんて負けたくないし、負けているとも思わない」

「はい……」

「だったら、彼と別れるべきだと思わない？」

　冷たい声で淡々と告げられ、怯みそうになる。

　そうですね、と頷けば燿子さんはきっといつものように笑ってくれるはずだ。でも――。

「思いません」

「……え？」

「燿子さんはすごく綺麗だし、仕事だってできるし……私なんてとても足元にも及びません。だけど、いつか燿子さんとも並べるようにします。すぐには無理でも……」

「……いずれはそうなる、と？　でもそれはいつ？　あなたはここにきて、努力をしているのだろうとは思うけれど、成果に繋がっていないわ。社長の状況は刻一刻と変化をしていて、あなたの努力を悠長に待っている暇はないの」

　これは、一般業務の話ではないだろう。再三言われた自己管理能力について言及をされている。それについては、たしかに成果は出ていないだろう。ファッション誌を読んでも意味がわからないことが多い。メイクの仕方なんてさっぱり上達しない。でも、思ったのだ。彼の気持ちにちゃんと応えられるようになりたい、と。

　自信なんてまるで持てない私のことを、それゆえに勝手に不安になったりすることを、いいんだよ、と。気にしないで、と優しく受け止めてくれるあの人に相応しい人間になりたいと強く思った。小さな一言を聞き逃さずにいてくれる彼から、離れたくないと。

「いままでは、私の自覚が足りなかったのだと思います。そのことについて、とても反省をしました。燿子さんが、早く社長を諦めろとおっしゃりたいのだということも理解をしています」

「ええ、だから早々に身を引くべきよ。取り返しのつかないことになる前に」

「……嫌です。社長は私を選んでくださった。私もあの人が好きです。諦めるとか、身を引くなんてことはできません」

　心臓がばくばくと破裂しそうなほど大きく脈打っている。冷や汗が止まらない。

　この会社で、燿子さんを敵に回すと言うことはとてもリスキーだ。言ってみれば、女性社員の中でもっとも力のある人物。彼女を取り巻く環境も、圧倒的な美貌も、能力も、誰よりも優れている人だ。そんな人に挑むことが怖くないわけがない。

　でも、角南さんを諦めることに比べたら全然怖くない……っ。

「わかっていないようだからはっきり言うけれど、ちっとも釣り合っていないのよ。気まぐれにあなたのような地味でおとなしい子にかまいたくなっただけ。勘違いをしないで」

「それは、社長が遊びで私と付き合っていると……、そういうことですか？」

　遊びかもしれない、と。少し前なら絶対に考えた。だけど、彼はそんなことをしない。そんな人であるはずがない。

　だって、角南さんは私のことをちゃんと大事にしてくれるもの……っ。

「誰が見てもそう思うわ」

「……角南さんを、そのへんの人と一緒にしないでください！」

「なんですって？」

「誰がどう見ても釣り合わないだろうし、遊びだって言われるかもしれないけど……、燿子さんが好きになった人は遊びで女性と付き合うような人ですか……!?　私が好きになった男性はそんな不誠実な人じゃありません。勝手に人の気持ちを決めないでください。私は……角南さんが別れるって言うまであの人の傍にいます」

　瞠目した彼女は一瞬言葉を失ったものの、すぐに口を開いた。

「本当に、なにもわかってない。わたしはあなたを辞めさせるよう人事部に進言することができるの」

　そうだ。燿子さんは人事部に働きかけることができる。転属はもちろん、辞職に追い込むことも難しくないはずだ。

　私は角南商事に幸運で入ることができたのだろう。立派な会社で働いて、安定を求めた。だから、仕事を辞めるなんて選択肢はなかったのだけれど。

「私を解雇されたいのでしたら、ご自由になさってください。それで角南さんを諦めなくていいのなら、ここで働けないことくらい安いものです」

「……そう。わかったわ、父に伝えておきます」

「お話は以上でしょうか。業務に戻りたいのですが」

「どうぞ。時間を取らせてごめんなさい」

「失礼します」

　くるりと踵を返し、資料室を足早に立ち去った。目の奥が、じくじくとした痛みと熱を伴う。

　だめだ。まだ。……まだ、泣いたらだめ。

　誰かに反発をすると言うことがこんなにも怖いとは思わなかった。自分の意志を貫いた結果、きっとなにもかもを失うのだ。

　静かな廊下に響く足音を止める。

「ふ……ぅ、く……」

　漏れ出る嗚咽をかみ殺しながら、耐え切れずに涙をこぼした。

　情けない。いままで波風を立てようがないくらい目立たなかったから、すべてを持つ人に対抗しただけで泣いてしまう自分が、あまりに脆弱で。

　変わらなければ。

　なにを言われても揺らがないように。怖くても立ち向かえるように。

　ひとりでこの大きな会社を背負っていく彼を支えられるように。

　強くならなければ。

　ゴシゴシと袖で涙を拭い、すぐに業務へと戻った。










第五章











　燿子さんと一悶着あってからしばらくが過ぎたけれど、解雇通達はいまだに届かない。そのことに日々安堵しながらも、いつかは来るのだろうという覚悟を毎日決めるというのは精神的にも堪える。しかし、だからと言ってぼんやりと日々を過ごす暇は、私にはなかった。

　角南さんと一緒にいるために、できるすべてのことをやろうと決めたのは、あの一件の直後。

　仕事を終え、本屋は閉まっていたのでコンビニに立ち寄ってファッション雑誌を買った。角南さんに連れて行ってもらった美容室には翌日に連絡を入れて、ヘアスタイルやメイクの手ほどきを受けている。髪色について相談をしたり、メイクはアイラインがまるで引けないので最初は苦笑いをされていたが、いまは「まぁまぁ見られるようになった」と言われる程度になったから、上達をしたと思う。服装についても、サロンの伝手でいろいろと紹介をしてもらい、私服を増やしつつ、スーツもしっかりと採寸して選んでもらった。可愛らしく、けれど色気を忘れないように。

　三年間、風紀委員のようないでたちだったあのころと比べると、私の外見は間違いなく変わったのだと思う。現に、久しぶりに総務課の同僚に会ったとき、挨拶をしたのに素っ気なくあしらわれたほどだ。しゅんとする私に、同僚はしばらく硬直をしたのちに悲鳴を上げると言うありさまだった。

　だが、これでなにかが劇的に変わるとは思わない。解雇通告を受け取る日は今日かもしれないのだから。

　けれど。

「社長の今日のスケジュールの確認をしましょう」

「はい。本日は午後から取引先を回ったあと、会長とご面会のお約束があります。少し長引くかもしれないから、そのあとは予定は入れないでほしいとのことでした」

　完璧にこなせるわけじゃないから、まだまだ手を入れてもらう必要はあるけれど、角南さんのスケジューリングのベース作りを任されるようになった。仕事を覚えられるのは素直に嬉しい。

「わかりました。ありがとう」

　スケジュールの共有を燿子さんとしたあと、メールチェックをしようとパソコンの画面に向かった。受信ボックスに多くのメールが入っていく中、一通の不可解な件名を見つける。倉沢瑞希様、と書かれているそれにカーソルを合わせた。送信者は……。

「ッ!?」

　ガタッと椅子を引き、腰が浮きかける。

　角南会長から……？

　どうしてそんな人から私宛にメールが送られてくるのだろうか。

　すぐにメールを開き、中身を隅々まで目を通してみる。内容は、迎えを寄越すので定時にエントランスで待っているように、とのことだった。こちらの都合は完全に無視。それも無理はないか。会長の呼び出しを断れる社員なんてこの会社にはいない。

　なぜ、呼び出されたのだろうか。考えて、答えはとても簡単だと気づく。

　角南さんと付き合ってることか……。

　婚約をしていないと、二人とも否定をした。けれど、縁談の話があるのは事実のようだ。会長からしてみれば、友人の娘である燿子さんとの結婚を望んでいるはず。そのためには、私がどうしても邪魔になるだろう。

　私が角南さんとお付き合いをしていくためには、会長にちゃんと認めてもらわないといけないのよね……。

　こそこそと付き合っていてもいいことはない。これは、私がちゃんと決着をつけるべき問題だ。

　そんなことを考えていたから、画面を睨んでいたのだろう。

「……どうかしたの？　すごく怖い顔」

　燿子さんが先ほどの様子を見て怪訝な様子で声をかけてくれた。

　いっそ彼女に一度相談をしてみるべきだろうか。会長に会いに行ってもいいものかどうかを。しかし……。

　聞いたところでこれは自分の裁量によるところだろうし、燿子さんなら「会うのが怖いならやめておきなさい」くらいは言いそう。

　……私は、強くなると決めたのだ。ここで怖じ気づいて逃げるわけにはいかない。たとえなにを言われるのだとしても。

「いいえ、なんでもありません」

「そう？　眉間に皺を寄せるのはやめなさいよ」

「はい、気をつけます」

　そう返事をしたあと、会長からのメールに「お待ちしています」という旨の返信をした。







　定時のチャイムが鳴り、すぐに席を立つ。角南さんは、燿子さんと共に得意先回りに出ているから、終われば帰っていいと言われている。先輩にはあらかじめ、定時で帰りたいと許可をもらっておいたから難なく抜け出すことができた。

　エントランスへ下りていくと、きっちりとスーツを着込み、髪をすべて後ろに流してオールバックにした、神経質そうな男性が歩み寄ってくる。

「倉沢瑞希さんですか？」

「はい」

「会長がお待ちです。どうぞ」

　終業時間直後にすぐ退社をする社員はあまりいないのだが、受付に人はいるし聞かれたくない話なのだろう。男性はひそひそと声を潜めて話し、外へと促す。

　社屋から少し離れた場所に高級そうな黒塗りの車が停められており、一度はためらったものの、意を決して乗り込んだ。運転手は別にいて、男性と共に後部座席へ座ると、動いていることが信じられないくらい静かに走り出す。

　男性はすぐに名刺を差し出しながら、会長の秘書をしている柏木かしわぎだと名乗った。

　そういえば、秘書課には特殊な勤務形態をしている男性秘書秘書がいると聞いたことがある。おそらく、それがこの柏木さんだろう。

「倉沢さん。用件については察していらっしゃるかと思いますので、多くは申し上げませんが、お覚悟はなさったほうがいいですよ」

「ご忠告ありがとうございます。肝に銘じておきます」

　角南商事の会長――それだけで怯むには充分な相手だ。でも、用件が角南さんのことだと言うのなら、決して負けない。いまの柏木さんの一言で確信ができた。腹は、決まっている。

　言葉少なに道中を過ごし、やがて大きな邸宅が車窓に映った。

　豪邸、なんて一言では片付けられないような荘厳な佇まいをした建物は、シンメトリーに設計をされた洋風の屋敷。青い屋根が涼やかで、空に溶けて混ざりそうなほど鮮やかだ。黒い柵のような門扉の向こう側には大きな庭園が見える。

　ここは、海外の有名な城かなにかだろうか。息を飲むほど美しく、背筋が冷えるほど厳かな佇まいに喉を上下させた。

　車は相変わらずゆっくりと、振動さえ感じないほど静かに走り、門扉をくぐっていく。庭園を横切り、さらに奥へと進んで行くと屋敷のポーチの前で車が停まった。そこには使用人が恭しく頭を垂れて出迎えにきていて、運転手が回り込んで後部座席をそっと開く。「お待ちしておりました」と声をかけられ、私はおそるおそる車を降りた。

「こちらです、どうぞ」

　柏木さんは平然とした顔で屋敷へと先導していく。それに遅れないように、けれど走ることのないように堂々としたふうを装って私も続く。

　本当は心臓がばくばくと早鐘を打っている。

　毛足の長いペルシャ絨毯がふかふかと歩みを受け止める。人の姿はほとんどないけれど、ときどき使用人らしき人とすれ違った。そのたび、別世界なのではと思うほど優雅に頭を下げられた。

「柏木さん。ここは……」

「角南邸です。社長の生家と言えばわかりやすいでしょうか」

　ここが、あの人が育ってきた景色……。

　こんな場所で暮らしていたら、世界はどんなふうに見えるのだろう。とてもちっぽけで、退屈に思えたりするのだろうか。

　階段を上って二階へ上がると、大きな扉がいくつも並んでいて目を白黒させた。さらに上層階もあるから、部屋の数は十を超えるかもしれない。いたるところに絵画や骨董品が飾られていて、けれど決して下品には見えない。センスも、品もとてもいいなと思える。

　ああ……本当に、住む世界が違いすぎる……。

　もしかしたら会長は、それを思い知らせるためにここへ招いたのかもしれないなと思っていると、柏木さんがひとつの扉の前で足を止めた。ノックをして、到着を伝えたあと私に入室を促す。それに逆らうことなく部屋へと一歩踏み込むと、一瞬で空気が変わったと理解をした。

　応接テーブルには四人の男性が座っている。下座から奥平人事部長、専務、常務。そして、扉から一番遠い上座には、神経質そうな男性が座っている。この人を社内で見かけることはないが、角南商事の社員ならば誰もが知っている人だ。

　角南会長……。

　白髪交じりの髪を後ろへ流し、濃灰色のスーツをきっちりと着込んだ威圧感のある男性だ。六十歳は超えているはずだが、とてもそうは見えないくらいに若々しい。顔立ちも、角南さんによく似ている。

「倉沢さん、こちらへどうぞ」

　奥平部長に声をかけられ、傍へと近づく。座るという選択肢はここではありえないので、緊張を悟られないように気を付けながら背筋を伸ばして立った。

　しばらくの沈黙が流れ、第一声はどんな言葉だろうと逡巡していると、ようやく空気が震える。

「用件はわかっていると思うのだが」

　会長の声は、角南さんとは似ても似つかないくらい硬く、圧力を伴う。その声音に心臓や胃がきゅっと縮こまった気がした。

　ああ……本当に怖い。

　手のひらにはべったりと汗をかいているし、もしかしたら冷や汗も見て取れるかもしれない。でも、怯えて言いなりになることだけはしないように、気持ちを奮い立たせる。

「単刀直入に言って、高章の相手に君は相応しくないと思っている」

　唇を噛んだ。わかっていたことだが、直接反対をされるというのはきつい。

「高章は角南商事を背負っていくという使命がある。外聞や体裁は必要だ」

　それはつまり、美人で豊かな家庭に生まれ、教養があって華やかで社交的である人物でなければならないということ。そのどれひとつ、私は持ち合わせていない。だから相応しくないと言われる。

「聞き分けてくれるね？」

「……申し訳ありません。なにひとつ理解ができませんでした」

　この人の言いたいことはわかる。理解もする。だけど、納得などできない。

「付き合うこと自体はかまわない。だが、君は結婚も考えているのではないかと憂慮している」

　正直なことを言うと、そこまで考え至っていなかった。結婚なんて、付き合い始めたばかりで脳裏にすらちらつかなかった言葉だ。だけど、角南さんとはこれからも一緒にいたいと思っているから、いずれは、と願うのだろうという確信はある。そういう関係になれたら、と。だから、否定はできない。

「いけないことでしょうか？」

　真っ向から肯定をすると、会長は眉を顰めた。

「息子の財産や地位が目当てなのだろう」

　違う。

　あの人がたまたま角南商事の社長だっただけだ。社長だから好きになったわけではない。でも、それを否定すれば詭弁をと会長は言うに違いない。

「なにもただで別れてくれとは言わない。手切れ金を渡すから、高章の視界に一切入らないでほしい」

　この発言にはさすがにカチンときた。

　会長はおそらく、お金や名誉にたかる人間が嫌いなのだろう。しかし、それをそのお金で解決しようというのはどうなのか。だいたい、視界に入るなということは、会社にいれば不可能なことだ。秘書課から外れろ……ということだけではないだろう。会社を辞めろ、ということ。

「私は、お金なんてほしくありません」

「ならばすぐに別れてくれ」

「いやです」

　即答をしてしまったせいか、常務や専務まで瞠目している。

「……仕事を辞めたくないのか？　ならばほかの部署への転属願いを聞いてやらないでもない。元いた総務課へ戻すことは難しいが……」

「けっこうです」

　角南商事は魅力的な企業だ。だけど、そこにしがみつく意味はない。問題はそこではないのだ。

「私がほしいのはお金でも、角南商事への永久就職権でもありません。高章さんです」

　そう口にすると、鋭い眼光でしっかりと見据えられる。

　なんとか言葉は淀みなく伝えられているが、怖くて泣きそうだ。

「息子に君は不適当だと……」

「では、会長のお考えになる相応しい相手というのはどういう方なのでしょうか」

「燿子さんだよ。君も知っているだろう」

　おそらく、誰もが角南さんの相手には燿子さんを、と言うだろう。それくらい似合っていると思うし、彼女以外の人を思い描けない。

「……それは、奥平部長のご息女だからでしょうか」

「それもあるが、それだけではない」

　燿子さんを引き合いに出されて敵うとはとても思えない。

「どれをとっても申し分のない女性だ。君は、彼女に勝てると思っているのか？」

　そんなものがあれば、一度だって不安にならなかっただろう。でもそれをいま気取られてはいけない。燿子さんに、私が勝てること……そんなものある？

　考えながら、それでも首を横に振った。

「いいえ。おっしゃる通りです。でも……」

　ふと、角南さんの顔が脳裏をちらつく。あの人が好きだなぁ、と改めて実感した途端、身体の内側から温かい気持ちが溢れてくる。

　燿子さんに勝っていると自負できるものが、私にもひとつだけあった――。

　それがあるのなら、負けたくないし引き下がりたくはない。

「高章さんを思う気持ちだけは負けないと信じています」

　空気がぴりっと張り詰めた。この場所にいるすべての人を敵に回しただろう。

「高章さんが望んでいらっしゃるなら従いますが、そうではないのなら、どれだけお金を積まれても、なにを言われても私は高章さんと別れるつもりはありません」

　まっすぐに会長の目を見つめ返す。

　重苦しい沈黙が漂い、永遠に終わりがないかもしれないとすら錯覚をした。けれど、その沈黙を破ったのは、部屋の外で聞こえる、焦ったような柏木さんの声だった。お待ちください、とか会長は面会中で、といった声が薄っすらと聞こえる。なにかあったのかと、ふと会長の後ろにある柱時計に目を向けた。そういえば角南さんは今日、会長と会う約束をしていたはずだ。つまり、会長はその約束をキャンセルして私を呼び出したことになる。

　そう考え至ったとき、扉が乱暴に開け放たれ、視線が一斉にそちらへと向けられた。

「角南……社長……」

　思わず漏れた声に、角南さんは一瞥を投げてゆっくりと入室する。

「いきなりキャンセルとはひどいですね、父さん」

「柏木から連絡をさせたはずだが？」

「ええ。奥平さんが教えてくれました。役員も連絡がつかない、奥平部長は会長に面会予定を無理やりねじ込まれたらしい、と」

　そんな言い方――と思ったときには、会長の視線は奥平部長に突き刺さるほど強く向けられていた。

「父さんは燿子さんとの縁談を進めたいのかもしれませんが、彼女にも選ぶ権利がある。好きでもない男と結婚させられるのは不本意でしょう」

　もしかしたら、彼は知らないのだろうか。燿子さんが慕っているということを。

「情などいずれ湧く。奥平君のご息女ならなにも憂える必要はない」

「俺は、瑞希以外の女性に抱く情は、残念ながらありません」

「遊びならいくらでも好きにすればいい」

「あいにくと本気です。そんな不実な男にはなりたくないので」

　きっぱりと言い切る角南さんの言葉に、会長は渋面を張り付ける。

「その女性でなければならない理由はないだろう」

「あります。彼女がなににも左右されないと言うだけでなく、俺が心から好きな人なので手放したくない」

「不適当だと何度も……」

　しかし、その言葉を奥平部長が遮った。

「会長。私は倉沢さんはなかなかふさわしい方だと思いますよ。会長を相手に怯まなかったし、高章君が飛び込んでくるくらい気に掛けられる人なんですから」

　ちらりと奥平部長に目を向ける。燿子さんに目元がよく似ていて、穏やかそうな男性だ。でも、この人はきっと周到に物事を進めていくタイプだろう。一言で表すなら、曲者。

「私としましても、娘を愛情のない男に嫁がせるのは承服しかねますし、なにより好き合っている者同士のほうが、共に苦難を乗り越えられるのでは？」

「しかし……なぁ……」

「それに、柿崎社長のお墨付きのある女性です。倉沢さんを無碍に扱ったら取引が危うくなりかねませんよ」

　その名前を聞いて、はっとした。直後、肩をぐっと掴まれて抱き寄せられる。

　角南さんの体温と、香水の匂いを近くに感じで緊張がするすると解けていく。ゆっくりと彼を見上げると、不敵で、不遜な笑みを浮かべていた。

「柿崎社長に先に根回しをされたのは痛手でしたね」

「まったくだ……」

　奥平部長は角南さんをちらりと見て、どこか得意げに笑った。

　ひょっとして、私たちが付き合っていることを隠していたのも、柿崎物産へ私を同行させたのも、こうなることを見越して会長に先手を打つため？

　だとすれば、角南さんは良くも悪くも奥平部長の上を行く「曲者」なんだろうなぁ、なんて思った。そうでなければ、この大会社の頂点には立てない。

「彼女ならよろしいのではないかと愚考する次第です」

「……熟考する。倉沢君、今日は帰っていい。高章も帰りなさい」

　そう言われ、正しくお辞儀をした後、角南さんと共に角南邸を出ると、玄関に燿子さんの姿が見えた。

「お疲れ様」

　艶やかに微笑む彼女に、なんと声をかけるべきか思案する。

「会長が相手でも怯んだりしなかったでしょうね？」

「え……、はい、たぶん」

　最善は尽くしたはずだ。いつもなら流される場面でも踏ん張れたはずだけれど。

　燿子さんにはどう映るだろうかと、窺うように彼女を見ると晴れやかな笑顔が返ってきた。

「それならいいわ。ちゃんと度胸がついたようでよかった」

　言葉の意味がうまく理解できずに困惑していると、角南さんが私の肩をぽんと叩く。

「車を回してくる」

　そう言って角南さんは駐車場へと向かった。

　二人きりにされて、なんだか気まずいなぁと思っていると、燿子さんが話を切り出した。

「わたしね、あなたを何度か試すようなことをしたわ」

「試した……？」

「ええ。そうしようと思ったきっかけは、秘書課の子たちが騒いだときね」

　角南さんと初めて一緒に帰ったあとのことかと記憶をたどる。

　あのとき、一度は怯んだ私が燿子さんを追いかけて行ったことを、彼女は評価してくれたようだ。だから秘書課へ転属になった。

「二度目は、社長と同行をしたとき」

　角南さんと付き合っているのかと聞かれたときだ。

「もしもあそこでちゃんと反論ができなければ、社長の気苦労が増えるだけだから絶対に阻止したわ」

　裏を返せば、ちゃんと気持ちを伝えられたから燿子さんは味方になってくれたのだろう。今日、奥平部長が会長との面会を急遽入れられた、という情報を角南さんに伝えることで、彼はその真意に辿りつくはずだとも考えたに違いない。

「あとは、柿崎社長が雑談をしていた、というのも大きかったわ。あの方、とても厳しい方だから角南社長の幼少期の話なんて絶対になさらないの。あなたは気に入られたんだなって思ったわ」

　柿崎社長の印象は豪快な人、という感じだった。それが、本当はとても厳しいと聞かされてもピンとこない。

「どうして助けてくださったのでしょうか……？」

「社長が本気なら、お手伝いをするのがわたしの役目だからよ」

「でも……燿子さんは社長のことをお好きなのでは？」

「そんなこと言ったかしら」

「だって、お慕いしていると……」

　たしかに言ったはずだ。でも、燿子さんはふふっと笑った。

「わたし、社長のことを心から尊敬しているけれど、それが恋愛感情かって聞かれたらノーと答えるわ」

「違う……んですか？」

「だってわたし、女の子が好きだもの。男性とは恋愛ができないの」

　突然の告白をされ、一瞬思考が止まる。でも、意外と驚いたりはしなかった。むしろ合点がいったほどだ。

　角南さんの秘書になりたいという人は多くいる。その中で燿子さんが選ばれたのは仕事ができるからとか、奥平部長の娘だからというだけでなく、恋愛に発展をしないから。だから角南さんは燿子さんを選んだのだろう。

「……そういう意味……でしたか……」

　ほっとした。本当にどうしようかと思っていたから。

「試すような真似をしてごめんなさい。安心した？」

「はい。燿子さんと対立するのは嫌だなって思ったので」

「あら、対立する前提なのね？」

「……角南さんのこととなれば、辞さない覚悟です」

　すると燿子さんは私の手をぎゅっと握って、真剣な目を向けた。

「わたし、あなたとは対立しないけど、社長とならやり合う覚悟があるわ」

「どうして社長と!?」

「だって倉沢さん、すごく可愛いもの。気が変わったらいつでも言って？」

「変わりません！」

　そんなやり取りをしている間に見慣れたダークブルーの車が傍で停まった。「乗って」と声をかけられると、燿子さんはドアを開けて助手席に乗るようにと私を促す。

「さっきの話、ぜひ前向きに考えてね。お疲れ様」

　そうして燿子さんと別れ、角南さんは自宅へ向けて進路を取った。







　角南さんの自宅へ着くと、部屋に入ってすぐにダイニングのソファに押し倒された。

「ん、ふ……ぅっ」

　キスをして、舌を絡め合っていると身体が融けてしまいそうになる。

　ぎゅっと彼の腕に縋ると、腰とうなじを支えるように抱き込まれ、さらに口づけが深くなった。

「っ……んん……」

　少しはキスにも慣れたつもりだけれど、彼はいつも情熱的でくらくらする。

「角南さん……、んっ……」

　スーツのジャケットを脱がされ、ブラウスの下から大きな手が滑り込んできた。

「こんなところでごめん。……早く、瑞希を感じたい」

　首筋に噛みついて、彼は余裕なさげにそんなことを言う。

　広い部屋だけれど、ダイニングからベッドルームまでさほどの距離があるわけではない。その時間さえ惜しんで求められることが嬉しかった。

「……私も、早く角南さんと……」

　ぎゅっとしがみつくと、耳をぺろりと舐められる。

「こうしてちゃんと会うのも久しぶりだしね」

　ネクタイを解いて、シャツのボタンを外す。そんな彼の仕草が好きだった。長くたおやかな指先に早く触れてほしくて、手を重ねて引き寄せ、手のひらに唇を押し当てる。

「角南さん……」

「瑞希のお願いなら応えてあげたいし、俺も同じ気持ちだけど、まだだめだよ」

　ジャケットを脱がされ、ブラウスのボタンが外されていく。ブラのホックを外され、グイと押し上げて胸の膨らみを露わにすると、彼は優しく柔肉を啄ばんだ。

「んんっ……あ、はぁ……っ」

　ゆっくりと曲線をなぞるように舌を這わせ、焦らすように刺激をする。身体が芯から疼いて身を捩ると、彼はそれを察したかのように胸の頂を口に含んだ。

「あぁっ……ん、んっぅ……」

　ビクッと歓喜に身体を震わせると、舌で硬く尖る肉粒を転がし、吸い上げられる。

「っは……あ、ふ……ぅっ」

　触れられた場所が熱を持ったように熱い。全身を快感が駆け巡って、下腹部がひどく疼いてしまう。膝を擦り合わせてなんとかやり過ごそうとしていると、スカートの隙間から手を差し入れ、ストッキングと下着をするりと脱がされた。そして脚を大きく広げられると、とっさにスカートを押さえてしまったけれど、そんな抵抗もやんわりと制される。

「こっちも触ってほしそうだね」

　そう言って無防備に晒された秘された場所へ顔を寄せた。

「あっ……ぁ、角南、さん……っ」

　柔らかく口づけるように食んで、ゆっくりと舌で秘裂を割っていく。

「ぁ、んっ……あぁっ……」

　ねっとりと肉芽を舐め上げられ、身体がビクンと大きく跳ねた。

「ちょっと触っただけですぐに溢れてきた……」

　揶揄するでもなくうっとりと目を落とし、ぬるりと蜜を指先で掬い上げると再び口をつける。

「あぁっ……！」

　ちゅうっと吸い上げられ、耐え切れずに彼の髪に指を絡ませ、背を反らした。

　ゆるゆるとした刺激に身体が芯から熱くなっていく。じんわりと熱を帯び、彼に誘われるように淫猥に腰を揺らしてしまう姿が恥ずかしくて、両手で顔を覆い隠す。と、膣襞を強引に押し広げる感覚に目の前で火花が散った。

「は、っ……ああ、あ、っん……」

　片足を持ち上げて肩にかけるように抱えられ、彼の指がぬぷぬぷと肉壁をこじ開けていく。腹側の膣壁を弄りながら、しなやかで淫らに蠢く指先が敏感な場所を掠めた。

「っ……あ、ああ、ああっん……！」

　ソファにぎりぎりと爪を立て、強すぎる感覚に抗いたくなる。けれど、そんな小さな抵抗は、彼の前ではなんの意味もなさない。

　手を伸ばし、乱れた衣服から晒される乳房を掬うように押し上げ、中心の飾りをきゅっと摘まみ上げられる。

「んっ、あ、は……ぁっ……ああっ」

　敏感な場所を同時に責められ、はしたないほど肢体がびくびくと勝手に跳ねた。

「瑞希は一緒に触るとすごく感じるよね……」

　その言葉の通り、グチュグチュと蜜が溢れてかき混ぜられる音が耳に届き、羞恥心から顔が熱くなる。

「……こんなの……、私……角南さんに嫌われちゃう……」

「まさか。瑞希をとろとろにしてるのは俺なんだから。……大好きだよ」

　ぎゅっと首筋にしがみつくと、宥めるような優しいキスが降った。

「んぅ……ぁ、んん･･･…っ」

　膣内に差し入れられた指が肉壁を擦る。その指先は、やがてもっとも敏感な場所を探り当てた。

「ああ、あ、あっ……は、っあ……んっぅあ……っ」

　彼だけが知る場所を執拗に擦られ、なにも考えられなくなっていく。

「あっ、あ……だ、め……っ、そんな……ああっ」

　四肢をもがかせても、力強い腕にがっちりと身体を抱き込まれ、逃げることなど許されない。与えられる刺激がすべて快感へと変わり、大きく爆ぜていく。

「はぁっ、あ……すなみ、さ……あ、ああっンっ……ッ！」

　全身がのけ反って強張る。絶頂し、弛緩する身体はビクビクとはしたなく震えてしまうが、そんな姿を彼は見下ろして、キスをくれた。

　荒く呼吸を繰り返していると、身体がふいにふわりと浮き、体勢を変えてソファに座った彼の膝を跨ぐようにと促される。

「瑞希、おいで」

　身体にちゅっとキスをしたあと、彼はズボンを寛げて甘く誘った。

　支えられた腰をゆっくりと落としていくと、秘孔に熱く硬いものが当たる。一瞬ためらったものの、彼の腕に誘われながらぬぷ、ぬぷと自重で屹立した欲望を飲み込んでいく。

「あ……っ、は……あぁ……っ」

　襞を押し広げ、肉壁を擦っていく感覚に眩暈がする。

「ンっ……、く、ふ……」

　根元までしっかりと受け入れたあと、浅く揺すられてぎゅっとしがみついた。ろくに服を脱ぐこともしていないせいで、シャツから覗く肌や鎖骨がちらりと垣間見えて、反射的に目を逸らす。

　こんなの、色気の暴力じゃない……。

　とても直視できそうになくて、あたふたとしていると角南さんはふっと吐息を漏らして笑った。

「着たままって、思っている以上にいやらしいよね。ずっと見てられる。でも……脱ぐ？」

　乳房をやんわりと揉みしだきながら、脱がせる気なんてなさそうに彼はそんなことを聞く。

「……角南さんが私を見てくれるなら、このままのほうがいいです……」

「どんな姿でもずっと見てるけどね」

　彼は蠱惑的な笑みを浮かべ、胸元へ顔を寄せて胸の先端で硬くなる粒を強く吸い上げる。

「ああっ、あ……あ、んっ」

「瑞希……大好きだよ」

　ちゅっ、ちゅっと肌を吸い上げながら、赤く跡を残して行く彼の頭を包み込むように抱きしめた。

「私も、角南さんが大好きです」

「……ね、そろそろ名前で呼んで？」

　ねだるように、甘やかな声でそんなことを言いながら、打ち込んだ楔をぐりぐりと奥に擦りつけてくる。

「あっ、あっ……んっぅ……、たか、あきさん……っ」

　途切れながら名前を口にすると、膣壁がぐっと押し広げられ、彼の欲望が質量を増したのがわかった。

「ああっ、あ、は……、あ、ンっ……」

「……いいね、こういうの。……もっと呼んで」

「高章さん……っ、んっぅ……」

「もっと」

　ねだられるまま何度も名前を呼ぶと、明確に彼の目つきや表情が昂り、変わっていく。

「高章、さ……きゃっ」

　体勢を入れ替えられ、組み敷かれると深く突き上げられた。

「ああ、んっあ……は、ああっ、く……ぅ……」

　最奥を何度も激しく突かれ、目の前が真っ白になっていく。あまりに強い快感に、無意識に逃げようとすると腰を掴まれ、さらに激しく打ちつけられた。

「っは……、あっ、あ、待っ……たか、あき、さ……ああ……っ！」

「もっと、俺を君のものにして……」

　恍惚と情欲に滲む瞳で見つめられ、返事をする代わりに彼の首筋へと抱きつく。

「高章さん……好き……っ」

「俺も、大好きだよ」

　激しい抽送が速度を増し、彼の欲望が爆ぜるのと同時に深い絶頂へといざなわれた。










エピローグ











　彼の暮らすマンションからは、青空とビル群が広がり、そのずっと奥には、いつか見せてくれた工場地帯がかすかに見える。

　闇色が薄くなる時間。シャワーを終えて街を見下ろす窓辺のソファに座り、ひとつ、ふたつ、と朝陽を弾き始める景色を眺めるのが好きだった。彼はこの、現実とはやや乖離した風景が気に入ってこの部屋に決めたのだといつか話してくれ、私も好きだと話すと嬉しそうに笑っていた。

「瑞希、おはよう」

　ベッドから抜け出して、掠れた声が私を呼んだ。

「おはようございます、高章さん」

　温かな腕に触れ、上体を彼のほうへと向ける。

「今日の予定は？」

「九時から役員会議です」

　すると彼は、あからさまにいやそうな顔をした。

「なんで婚約発表パーティの翌日に役員会議があるんだ……」

「午後だった予定を、高章さんが絶対に朝一でとおっしゃったんじゃないですか」

「……そうだった」

　付き合い始めてから八か月目の昨日。

　私は正式に彼との結婚を認められ、婚約したことを公表した。新年度に変わるタイミングでもあったし、ついでにやってしまおう、というのが役員の一致した見解だった。

　この八か月の間に、変わったことはいくつかあるが、特に顕著なのは私の働き方だろう。二か月前ほど前から社長付きの秘書として彼の傍で仕事をしている。そのため、出勤も退勤も彼と一緒なことが多い。先輩である燿子さんは秘書課を統括しながらあらゆる部署と関わっている。そんな彼女とは会長に呼び出された一件以来、とても親しい友人として交友を深め、なんでも言い合える仲になった。

「ご飯にしよう」

　左手を取って、指輪の嵌った薬指にちゅっとキスをされる。

「すぐに準備します」

「いいよ、俺がやる。それより、今日もとびきり可愛い瑞希が見たいな」

「……はい。では、お言葉に甘えて」

　同棲を始めてしばらく経つけれど、彼はこうして私を甘やかしてくれる。

　身支度に専念できるのは本当にありがたい。

　一緒に暮らすようになってから半ば強引に買い与えてくれたアンティーク調のドレッサーの前に座り、自分と向き合う。春らしい、ふんわりとしたメイクにしようと化粧をはじめ、アイシャドウもチークも可愛らしいピンクを選んだ。リップはピンクベージュを化粧ポーチに入れ、後回しにする。

　ヘアスタイルは、仕事中は下ろしていると邪魔になるので緩くまとめてアップスタイルにした。サイドを少し垂らして整える。

　今日のスーツはオフホワイトがいいだろうか。クローゼットから引っ張り出して着替え、ジャケットを掴んだとき。

「瑞希、準備できたよ」

「すぐ行きます」

　こういったタイミングも完璧な恋人に、思わず頬が緩んだ。

　部屋を出て、眺望のいいダイニングへ向かうと、ほとんど身支度を済ませた彼が朝食を並べながら、微笑んで手招きをする。

「昔から可愛かったけど、今日も最高に可愛いね」

「……高章さんは私がどんな格好をしても褒めすぎだと思います。ダメ出しもしてください」

「そう？　それなら……可愛すぎるからだめ」

「いえ、そうじゃなくて……。それはダメ出しじゃないです」

「俺が瑞希を貶すなんてありえない。……キス、していい？」

　返事をするよりも早く、柔らかな感触が唇に触れ、そっと彼の身体を抱きしめる。

「高章さん、大好きです」

「うん、俺も好き」

　そうして、朝は決まって慌ただしく家を出るのが日課になっていた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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